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＝
甲
賀
の
國く

に

づ
く
り
予
算
＝

平成２６年度

甲賀市
予算

“
生
活
感
幸
、加
速
”

歳　入

（H25／342億円）
353億5,000万円

歳　出

（H25／342億円）
353億5,000万円

市税
137億5,510万円

38.9%

民生費
111億6,646万円

31.5%

総務費
52億4,679万円

14.8%

衛生費
39億4,256万円

11.2%

公債費
38億8,072万円

11.0%

土木費
36億6,857万円

10.4%

教育費
35億8,871万円

10.2%

農林水産業費
14億6,353万円

4.1%

消防費　14億4,649万円
4.1%

維持補修費　2億6,615万円　0.8%

貸付金　2億8,400万円　0.8%

予備費　1億円　0.3%

投資及び出資金　7,210万円　0.2%

積立金　1,703万円　0.0%

商工費　3億7,743万円
1.1%

議会費　2億8,731万円
0.8%

労働費　1億8,142万円
0.5%

災害復旧費・予備費　1億円
0.3%

国庫支出金・
交通安全対策特別交付金

35億4,446万円
10.0%

財産収入・寄附金
9,311万円　0.3%

地方交付税
72億5,000万円

20.5%

依存財源
178億7,322万円
50.6％

自主財源
174億7,678万円
49.4％

自主財源…市が自主的に収入することが
　　　　　できるもの
依存財源…国や県の意思決定に基づき収
　　　　　入されるもの

義務的経費…市の歳出のうち、その支出が
　　　　　　任意で削減できない経費
投資的経費…道路・公園・学校の建物など
　　　　　　社会資本の整備に要する経費

<目的別>
歳　出

（H25／342億円）
353億5,000万円

人件費
63億1,205万円

17.8%

扶助費
46億9,201万円

13.3%

公債費
38億8,072万円

11.0%

普通建設事業費 
31億7,363万円

9.0%

物件費
64億8,018万円

18.3%

災害復旧事業費　0億円　0.0%

補助費等
55億6,047万円

15.7%

繰出金
45億1,166万円

12.8%

<性質別>

※内訳について単位未満を四捨五入しているため合計が合わないことがあります。

義務的経費
148億8,479万円
42.1％

投資的経費
31億7,363万円
9.0％

その他の経費
172億9,158万円
48.9％

市債
26億5,160万円

7.5%

県支出金
24億416万円

6.8%

県税交付金　15億9,600万円
4.6%

地方譲与税　3億6,500万円
1.0%

地方特例交付金　6,200万円
0.2%

繰入金　15億5,553万円
4.4%

分担金・負担金・使用料・手数料
10億3,099万円　2.9％

諸収入　8億9,205万円
2.5%

繰越金　1億5,000万円
0.4%

　平成２６年度の予算が市議会定例会で可決されました。
　今年度は、甲賀市が誕生し１０年を迎えます。市民の皆様お一人おひとりの心には、甲賀
市民としての誇りが生まれ、目指すまちの将来像である「人　自然　輝きつづける　あい甲賀」
の姿に近づきつつあります。
　このように、合併後のまちづくりの礎を築いていく中で、平成２６年度予算は、市民の皆様
が生活にさらなる幸せを実感いただける「“生活感幸、加速”＝甲賀の國づくり予算＝」とし
て編成しました。
　その概要や重点的に行う事業などをお知らせします。

施
政
方
針（
要
旨
）

甲賀市長
中嶋 武嗣

　
私
た
ち
の
甲
賀
市
は
今
年
、
市
制
施
行
10

年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
、
５
つ
の
地
域
の
特

色
を
活
か
し
、
多
く
の
経
験
を
学
ぶ
と
と
も

に
常
に
改
革
を
実
行
し
、
試
行
錯
誤
の
う
え

進
化
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
県
下
を
先
駆
け

る
施
策
や
、
幾
多
の
即
時
の
対
応
が
求
め
ら

れ
る
事
案
に
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、
愛

を
基
本
に
「
理
想
郷
こ
う
か
」
の
実
現
の
た

め
に
臨
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
礎
を
築
い
て
い

く
中
で
、「
市
民
の
幸
せ
」
と
「
市
の
発
展
」

に
全
力
を
傾
注
し
、
経
済
状
況
や
市
民
生
活

の
状
況
に
よ
っ
て
は
計
画
や
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

前
倒
し
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
な
ど
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
生
活
の
な
か
で
さ
ら
な
る
幸
せ

を
実
感
い
た
だ
け
る
「“
生
活
感
幸
、
加
速
”

＝
甲
賀
の
國
づ
く
り
予
算
＝
」
と
し
て
平
成

26
年
度
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
特
に
「
生
活
感
幸
」
を
加
速
さ
せ
る
取
り

組
み
と
し
て
４
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
70
の
重

点
事
業
を
取
り
ま
と
め
、今
日
ま
で
の「
守
る
」、

「
稼
ぐ
」、「
削
る
」
に
、
新
た
に
市
政
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
長
期
的
な
視
野
を
持
っ
た
人

材
を
育
て
次
世
代
に
備
え
る
た
め
に
「
繋
ぐ
」

を
加
え
た
市
政
運
営
を
基
本
に
、
防
災
力
を

高
め
、
財
政
力
を
強
め
、
人
材
を
育
て
る
こ

と
を
最
優
先
い
た
し
ま
し
た
。

　
重
点
的
に
施
策
を
推
進
す
る
４
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
市
民
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全

を
約
束
し
て
い
く
こ
と
は
市
行
政
の
根
幹
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
１
つ
目
に
は
「
元
気

と
安
心
、
み
ん
な
で
守
る
甲
賀
の
暮
ら
し
」

を
掲
げ
、
安
全
・
安
心
を
守
る
絆
づ
く
り
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
高
齢
者

や
障
が
い
者
等
の
自
立
や
介
護
を
支
え
、
生

涯
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

２
つ
目
に
は
、
市
の
未
来
を
拓
く
の
は
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
が
絶
対
条
件

平
成
26
年
度
当
初
予
算

■一般会計　　353 億 5,000 万円
　（対前年度　＋11億 5,000 万円　＋3.4％）
■特別会計　　209 億 2,487 万円
　（対前年度　　＋7億 3,946 万円　＋3.7％）
■企業会計　　　55 億 6,606 万円
　（対前年度　　＋1億 1,508 万円　＋2.1％）

一般会計 市の基本となる会計

で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
学
び
と
育
ち
、
き
ず
な

が
育
む
甲
賀
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、「
子
ど

も
応
援
団
」
と
し
て
、
子
育
て
や
教
育
・
保

育
の
環
境
整
備
を
充
実
さ
せ
、
多
様
化
す
る

課
題
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　
３
つ
目
に
は
、
市
が
活
力
を
持
つ
た
め
に

は
、
ま
ず
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
生
活

し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、「
創
造
と
交
流
、
進
化
が
生
み
だ
す
甲

賀
の
活
力
」
を
テ
ー
マ
に
、
雇
用
機
会
の
創

出
と
地
域
産
業
の
振
興
、
人
や
物
の
交
流
促

進
に
よ
っ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

　
最
後
に
、
地
域
の
魅
力
は
そ
の
時
代
の
人

を
介
し
て
次
の
時
代
へ
と
伝
承
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
４
つ
目
の
テ
ー
マ
を
「
魅

力
の
伝
承
、誇
り
を
伝
え
る
甲
賀
の
宝
」と
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
支
援
や
地
域
資
源

の
創
造
と
維
持
活
用
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
に
経
済
圏
を
越
え
た
新

し
い
地
域
モ
デ
ル
と
し
て
「
鈴
鹿
山
麓
無
限
∞

会
議
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
今
後
も
滋
賀
と

三
重
の
隣
接
す
る
８
つ
の
市
町
の
首
長
が
、

あ
ら
ゆ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
情
報
交
換
や
提

言
を
行
い
な
が
ら
、
日
本
の
ま
ん
中
に
ふ
さ

わ
し
い
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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拡� 

（
地
域
防
災
力
向
上
事
業
）消
防
力
に
よ

る
地
域
防
災
力
向
上
事
業

１
億
１
，９
２
０
万
円

　

消
防
団
の
消
防
力
、
水
防
力
維
持
の
た

め
資
機
材
や
車
両
更
新
を
行
う
と
と
も
に
、

新
た
に
団
員
の
夏
用
活
動
服
を
整
え
ま
す
。

■ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
新
規
車
両
購
入
補
助
事
業

４
，２
０
８
万
円

■ 

地
域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業

６
億
５
，８
０
０
万
円

　

市
民
の
暮
ら
し
と
安
全
・
安
心
の
た
め
の

緊
急
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
音
声
放
送
端

末
機
を
全
戸
対
象
に
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

市
内
の
テ
レ
ビ
共
同
受
信
組
合
や
区
・
自

治
会
へ
の一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

■ 

市
庁
舎
整
備
事
業

１
億
３
，０
０
０
万
円

　

大
規
模
な
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
る

と
と
も
に
効
率
的
な
組
織
運
営
を
図
る
た

め
、
本
庁
機
能
を
水
口
庁
舎
に
一
元
化
し
新

庁
舎
を
整
備
し
ま
す
。
本
年
度
は
、「
実

施
設
計
」
や
「
建
築
確
認
申
請
の
手
続
き
」

を
進
め
ま
す
。

●�

総
合
計
画
の
実
現
を
目
指
し
た
重
点

的
・
戦
略
的
な
財
源
配
分

　
市
民
ニ
ー
ズ
や
経
済
情
勢
等
を
踏
ま
え

つ
つ
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
目
指
し

て
よ
り一層
の
施
策
の
重
点
化
を
図
り
な
が

ら
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像
「
人　

自
然　
輝
き
つ
づ
け
る　
あ
い
甲
賀
」
の

実
現
の
た
め
の
部
局
間
連
携
に
よ
る
予
算

と
し
ま
す
。

●�

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
た

防
災
・
減
災
対
策
等
の
強
化

　

東
日
本
大
震
災
等
の
経
験
を
踏
ま
え
、

将
来
を
見
据
え
た
防
災・減
災
対
策
、環
境・

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
よ
り一層
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

●�

財
政
健
全
化
に
む
け
た
着
実
な
取
り

組
み

①�

第
２
次
甲
賀
市
行
政
改
革
大
綱
で
定
め
た
、「
改

革
の
視
点
」に
基
づ
く
行
財
政
改
革
の
断
行

平
成
26
年
度 

甲
賀
市
予
算
編
成
方
針

●�

合
併
特
例
期
間
を
見
据
え
た
計
画
的

予
算

　
「
合
併
特
例
債
」
の
発
行
と
、「
普
通
交

付
税
の
合
併
算
定
替
※
3
」
が
適
用
さ
れ

る
合
併
特
例
期
間
の
終
了
後
も
持
続
可
能

な
財
政
運
営
に
む
け
て
、
そ
の
期
限
を
見

据
え
た
計
画
的
な
予
算
と
し
ま
す
。

※
３ 

普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替

　
合
併
後
で
も
、
合
併
が
な
か
っ
た
も
の
と
仮
定
し
て
、
合

併
前
の
旧
町
ご
と
に
算
定
し
た
普
通
交
付
税
の
合
算
額
が
保

障
さ
れ
、
合
併
に
よ
る
普
通
交
付
税
の
不
利
益
を
被
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
制
度
で
す
。
甲
賀
市
は
平
成
26
年
度

ま
で
続
き
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
５
年
間
で
段
階
的
に
削
減

さ
れ
ま
す
。

①
元
気
と
安
心

　
　
み
ん
な
で
守
る
甲
賀
の
暮
ら
し

②
学
び
と
育
ち

　
　
き
ず
な
が
育
む
甲
賀
の
未
来

③
創
造
と
交
流

　
　
進
化
が
生
み
だ
す
甲
賀
の
活
力

④
魅
力
の
伝
承

　
　
誇
り
を
伝
え
る
甲
賀
の
宝

４
つ
の
重
点
テ
ー
マ

②�

「
税
・
料
金
等
収
納
向
上
対
策
強
化
三

箇
年
計
画
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
28
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
く
市
税
や
各
種
料
金
の
滞
納
解
消

策
の
実
行
と
未
利
用
地
の
売
却
・
有
効

活
用
な
ど
に
よ
る
財
源
の
確
保
及
び
新

た
な
歳
入
の
創
出

③�

将
来
世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

基
礎
的
財
政
収
支（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
※
１
）の
黒
字
化
を
継
続

◦�

将
来
世
代
へ
負
担
を
先
送
り
せ
ず
、
財

政
の
中
長
期
的
な
持
続
可
能
性
を
保
つ

た
め
市
債
の
新
規
発
行
を
抑
制

市
債
の
元
利
償
還
額（
平
成
26
年
度
）

38
億
７
，７
９
２
万
円

市
債
の
新
規
発
行
額（
平
成
26
年
度
）

　
　
26
億
５
，１
６
０
万
円

（
う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
※
２

　
　
　
15
億
２
，０
０
０
万
円
）

◦�

市
債
残
高
の
推
移

平
成
18
年
度
末	
約
４
３
９
億
円

平
成
26
年
度
末	

約
３
６
０
億
円

（
約
79
億
円
の
減
）

※
１ 

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

　
市
債
以
外
の
歳
入
で
、
市
債
の
元
利
償
還
金
を
除
い
た
歳

出
を
ま
か
な
え
る
か
ど
う
か
を
示
す
基
礎
的
財
政
収
支
の
こ

と
で
、
こ
れ
が
プ
ラ
ス
で
あ
れ
ば
財
政
の
中
長
期
的
な
持
続

可
能
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
２ 

臨
時
財
政
対
策
債

　
本
来
、
地
方
交
付
税
と
し
て
交
付
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す

が
、
地
方
交
付
税
の
財
源
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
地
方

が
国
に
代
わ
っ
て
借
金
し
て
い
る
も
の
で
す
。
後
年
度
の
元
利

償
還
金
は
、
全
額
が
地
方
交
付
税
で
賄
わ
れ
ま
す
。

◀

特別会計・公営企業会計
特定の事業を行うための会計

●
そ
の
他
の
取
り
組
み

①�

平
成
25
年
台
風
第
18
号
に
よ
る
災
害
の

復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み

②
市
制
施
行
10
周
年
に
向
け
た
取
り
組
み

　
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
る
機
会
を
と

ら
え
、
未
来
に
向
か
っ
て
輝
き
つ
づ
け
る
ま

ち
の
姿
を
市
内
外
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
、
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

③
「
協
働
事
業
」
の
推
進

　
市
民
協
働
事
業
提
案
制
度
に
よ
っ
て
採

択
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
枠

配
分
予
算
と
は
区
別
し
て
優
先
的
に
予
算

化
し
て
推
進
し
ま
す
。

④
「
ゼ
ロ
予
算
事
業
」
の
推
進

予算額

２６年度 ２５年度 前年度比較

特
別
会
計

国民健康保険 90億 3,000 万円 87億 1,000 万円 ＋3億 2,000 万円

後期高齢者医療 17億 1,500 万円 16億 4,200 万円 ＋7,300 万円

介護保険 58億 2,400 万円 53億 7,200 万円 ＋4億 5,200 万円

公共下水道事業 35億 9,800 万円 33億 9,100 万円 ＋2億 700万円

農業集落排水事業 7億 3,400 万円 8億 6,700 万円 △ 1億 3,300 万円

土地取得事業 325万円 339万円 △ 14万円

野洲川基幹水利施設管理事業 2,062 万円 2,002 万円 ＋60万円

浄化槽管理事業 0万円 1億 8,000 万円 △ 1億 8,000 万円

小　　　　　計 209億 2,487 万円 201億 8,541 万円 ＋7億 3,946 万円

企
業
会
計

病院事業
収益的収入及び支出 8億 7,700 万円 8億 6,000 万円 ＋1,700 万円

資本的収入及び支出 7,402 万円 5,608 万円 ＋1,794 万円

水道事業
収益的収入及び支出 29億 8,063 万円 26億 3,207 万円 ＋3億 4,856 万円

資本的収入及び支出 10億 7,948 万円 13億 6,466 万円 △ 2億 8,518 万円

診療所事業
収益的収入及び支出 2億 2,030 万円 2億 1,570 万円 ＋460万円

資本的収入及び支出 575万円 548万円 ＋27万円

介護老人保健
施設事業

収益的収入及び支出 3億 2,480 万円 3億 1,580 万円 ＋900万円

資本的収入及び支出 408万円 120万円 ＋288万円

小　　　　　計 55億 6,606 万円 54億 5,099 万円 ＋1億 1,507 万円

合　　　　　計 264億 9,093 万円 256億 3,640 万円 ＋8億 5,453 万円

安
全・安
心
を
守
る
絆
づ
く
り

■ 

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

９
０
０
万
円

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）が
提
唱
す

る
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
国
際
認
証
の

取
得
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

拡 �（
地
域
防
災
力
向
上
事
業
）防
災
組
織

支
援
・
体
制
整
備
事
業１

，６
３
９
万
円

安
全・安
心
を
守
る

�

イ
ン
フ
ラ
整
備

拡 

（
地
域
防
災
力
向
上
事
業
）災
害
対
策
事
業

１
，５
０
０
万
円

　

災
害
へ
の
備
え
と
し
て
災
害
用
備
蓄

資
機
材
を
配
備
す
る
と
と
も
に
、
情
報

通
信
機
器
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

新 新規事業　　拡 拡充事業

平成２６年度

市の主な事業
ここでは平成２６年度に行う主な事業を
４つの重点テーマに沿ってご紹介します。

■ 

自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）設
置
事
業

１
８
８
万
円

新 

貴
生
川
西
内
貴
土
地
区
画
整
理
支
援
事
業

４
，８
３
１
万
円

■ 

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
事
業４

，７
５
０
万
円

新 

小
規
模
橋
梁
点
検
事
業

２
，７
０
０
万
円

新 

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
推
進
事
業

７
，０
０
０
万
円

■ 

市
営
住
宅
寺
庄
団
地
建
替
事
業

３
億
３
，３
１
２
万
円

■ �

保
育
園
耐
震
化
推
進
事
業（
保
育
園
長
寿

命
化
）�

７
，３
７
１
万
円

■ 

市
内
体
育
館
耐
震
補
強
事
業５，４

７
０
万
円

高
齢
者・障
が
い
者
等
の
自
立
や

介
護
へ
の
支
援

新 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
無
料
乗
車
券
交
付
事
業

１
，０
０
０
万
円

　

市
内
に
在
住
す
る
80
歳
以
上
の
高
齢
者

の
方
及
び
障
が
い
者
の
方
で
申
請
を
さ
れ

た
方
に
対
し
、無
料
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す
。

新 �

高
齢
者
の
24
時
間
在
宅
医
療
の
推
進（
チ
ー

ム
医
療
で
在
宅
看
取
り
を
支
え
る
）事
業

１
，０
０
０
万
円

　

病
気
が
あ
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
た
い
と
希
望
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、
在

宅
医
療
・
介
護
の
連
携
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療

を
推
進
し
、
在
宅
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

新 �

障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
の
共
同
受

注
窓
口
等
の
整
備�

２
７
０
万
円

■ �

高
齢
者
生
活
支
援
事
業
・
家
族
介
護
支

援
事
業
・
老
人
福
祉
事
業�

１
４
２
万
円

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
常
生
活
用
具
を
給
付

す
る
な
ど
本
人
と
介
護
者
の
負
担
を
軽
く
す

る
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

生
涯
を
通
し
た

�

健
康
づ
く
り
の
充
実

新 

公
園
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
事
業

６
０
０
万
円

新 

都
市
公
園
施
設
長
寿
命
化
事
業

６
，３
４
０
万
円

■ 

「
こ
う
か
盛せ

い

人じ
ん

の
つ
ど
い
」
事
業

90
万
円

　各事業の詳しい内容は、市のホームページや、水口
庁舎及び土山、甲賀大原、甲南第一、信楽地域市民�
センターの「情報コーナー」でご覧いただけます。

元
気
と
安
心

み
ん
な
で
守
る
甲
賀
の
暮
ら
し

テーマ
①

▲本庁機能を一元化した新庁舎の完成予想図（東側）

▲市内を走るコミュニティバス

▲配備された災害用備蓄資機材

4平成 26年 4月15日5 平成 26年 4月15日



平成２６年度
市の主な事業

平成２６年度
市の主な事業

経
験
や
体
験
を
通
し
た

�

子
ど
も
の
育
成

新 �
生
き
る
力
を
育
て
る
夢
は
ぐ
く
み
事
業

１
，８
８
８
万
円

　

小
学
４
年
生
以
上
で
「
漢
字
検
定
」
を
、

中
学
生
全
学
年
で
「
英
語
検
定
」
の
受
験

を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
小
学
５・６
年
生

外
国
語
活
動
の
全
て
の
授
業
に
外
国
語
指

導
助
手
を
派
遣
し
ま
す
。

■ 

広
島
平
和
記
念
事
業�
１
０
０
万
円

拡 �（
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
事
業
）心
を

耕
す
読
書
推
進
事
業�

３
５
９
万
円

教
育
環
境
の
整
備

拡 �（
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
事
業
）「
本
を

手
に
」
読
書
活
動
推
進
事
業２，６

０
０
万
円

拡 

学
び
の
支
援
事
業�

３
，１
５
５
万
円

新 �

水
口
適
応
指
導
教
室
移
転
事
業

５
，４
６
４
万
円

子
育
て
の
支
援
や
体
制
の
整
備

と
保
育
の
充
実

新 �

障
が
い
児
相
談
支
援
事
業
・
保
育
所
等
訪

問
支
援
事
業�

４
２
２
万
円

　

こ
じ
か
教
室
に
通
う
子
ど
も
た
ち
が
、

一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
「
障
が
い
児
相
談
支
援
事

業
所
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

保
育
園
・
幼
稚
園
に
も
適
応
し
適
切
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
「
保
育
所
等
訪
問

支
援
事
業
」
を
開
始
し
ま
す
。

新 �

安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む
た
め
に

　

 

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
歯
科
健
診
」
事
業２

６
０
万
円

　

妊
産
婦
を
対
象
に
歯
周
病
を
含
め
た
歯

科
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

■ 

子
育
て
応
援
小
中
学
生
通
院
医
療
費
助
成

７
２
０
万
円

新 �

甲
賀
市
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
団
事
業

４
７
０
万
円

拡 

児
童
家
庭
相
談
援
助
事
業

２
６
３
万
円

■ �（
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
事
業
）子
ど

も
の
夢
広
が
る
読
書
活
動
推
進
事
業

１
２
７
万
円

新 �「
こ
と
ば
の
教
室
」
支
援
事
業６

０
７
万
円

新 �

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
改
修
事
業

１
億
３
０
０
万
円

雇
用
の
維
持
と
創
出

拡 

甲
賀
Ｊ
Ｏ
Ｂ
フ
ェ
ア（
合
同
就
職
面
接
会
）

２
５
０
万
円

拡 �（
仮
称
）甲
賀
北
地
区
事
業
化
検
討
調
査

業
務�

１
，８
０
０
万
円

地
域
産
業
の
維
持
活
性
化

新 �
地
域
産
業
活
性
化
支
援
事
業

３
６
０
万
円

　

市
内
県
立
高
等
学
校
の
全
国
募
集
枠
入

学
生
徒
の
良
好
な
宿
舎
生
活
や
学
校
外
活

動
等
を
支
援
し
ま
す
。

新 �

農
業
後
継
者
総
合
支
援
事
業１，３

０
５
万
円

　

新
た
な
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
、
新

規
就
農
者
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

中
山
間
地
域
を
中
心
に
、
集
落
営
農
組
織

の
設
立
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
機
械
設

備
の
取
得
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

拡 �

甲
賀
市
緊
急
経
済
対
策
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

促
進
事
業
補
助（
子
育
て・高
齢
者
等
支
援
）

５
，３
８
０
万
円

■ 

甲
賀
ブ
ラ
ン
ド
の
創
設
・
発
信
事
業

１
，０
０
０
万
円

拡 �（
甲
賀
の
め
ぐ
み
推
進
事
業
）野
菜
生
産

拡
大
大
規
模
施
設
整
備
事
業

９
５
０
万
円

拡 �（
甲
賀
の
め
ぐ
み
推
進
事
業
）甲
賀
の
め

ぐ
み
販
路
拡
大
事
業�

４
８
９
万
円

■ �（
鳥
獣
対
策
事
業
）鳥
獣
侵
入
防
止
柵
設

置
事
業�

４
，７
２
５
万
円

拡 

（
鳥
獣
対
策
事
業
）有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業

４
，１
８
１
万
円

■ �（
鳥
獣
対
策
事
業
）有
害
鳥
獣
捕
獲
推
進
事
業

９
６
７
万
円

拡 �（
鳥
獣
対
策
事
業
）獣
害
に
強
い
里
づ
く

り
事
業�

５
６
０
万
円

人
や
モ
ノ
の
交
流
促
進

拡 �（
甲
賀
の
め
ぐ
み
推
進
事
業
）茶
の
生
産

振
興
と
販
路
の
拡
大
事
業１

，７
９
０
万
円

　

老
朽
化
す
る
茶
樹
の
改
植
や
防
霜
フ
ァ

ン
の
整
備
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
、

本
年
秋
に
甲
賀
市
で
開
催
さ
れ
る
関
西
茶

業
振
興
大
会
の
品
評
会
に
向
け
て
経
費
助

成
を
拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
へ
の

リ
ー
フ
茶
提
供
を
幼
保
育
園
に
も
拡
充
し

ま
す
。

■ 

甲
南
駅
周
辺
整
備
事
業２億

６
，５
７
５
万
円

　

Ｊ
Ｒ
甲
南
駅
周
辺
に
お
い
て
、
都
市
施

設
の
総
合
的
な
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

新 �

甲
賀
市
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
施
設
整
備
事
業

１
０
０
万
円

■ 

都
市
農
村
交
流
事
業�

８
０
０
万
円

■ 

名
神
名
阪
連
絡
道
路
整
備
促
進
事
業

２
５
０
万
円

■ �

土
山
Ｓ
Ａ
周
辺
地
域
利
活
用
・
甲
南
Ｉ
Ｃ
・
Ｐ

Ａ
流
出
経
路
検
討
事
業

１
０
０
万
円

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
支
援

新 �

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

１
５
０
万
円

　

地
域
社
会
の
新
た
な
担
い
手
と
な
る

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
募
集
し
ま
す
。

■ 

甲
賀
市
自
治
基
本
条
例
策
定
事
業

１
６
０
万
円

■ 

地
域
人
材
活
性
化
事
業�

１
６
０
万
円

地
域
資
源
の
創
造
と
維
持
活
用

新 �

甲
賀
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

１
，０
７
６
万
円

　

本
年
10
月
１
日
に
市
制
施
行
10
周
年
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
未
来
に
向
か
っ
て
輝

き
つ
づ
け
る
ま
ち
の
姿
を
市
内
外
に
強
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
市
制
施
行
10
周
年

記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■ �

ふ
る
さ
と
に
夢
を
育
む
、
次
世
代
教
育

支
援
事
業�

１
０
０
万
円

■ 

あ
い
こ
う
か 

う
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
４

１
０
０
万
円

■ 

史
跡
紫
香
楽
宮
跡
整
備
活
用
事
業

１
２
２
万
円

拡 �

あ
い
こ
う
か
岡
山
城
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
，７
０
０
万
円

自
然
環
境
の
保
全
と
共
生

■ 

身
近
な
森
づ
く
り
事
業�

４
８
２
万
円

新 �

緊
急
間
伐
促
進
事
業�

２
５
０
万
円

新 �

甲
賀
の
森
林
づ
く
り
推
進
事
業�

30
万
円

新 �

地
域
で
育
む
美
し
い
里
づ
く
り
事
業

６
７
０
万
円

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
支
援

■ 

防
犯
灯
省
電
力
化
事
業�

５
０
０
万
円

拡 �

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
導
入
事
業

１
４
５
万
円

■ �

公
共
的
施
設
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
補
助�
５
０
０
万
円

■ �

公
共
施
設
に
お
け
る
省
電
力
照
明
へ
の
更

新
事
業�

５
５
０
万
円

新 �

甲
賀
市
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
及
び
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
再
構
築
事
業�

２
１
６
万
円

新 �

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
導
入

２
３
５
万
円

拡 �

特
定
健
康
診
査
推
進
事
業

２
４
０
万
円

拡 �

公
共
下
水
道
整
備
事
業７億

６
，７
７
８
万
円

　

山
地
区
、
池
田
地
区
等
の
公
共
下
水
道

整
備
工
事
を
推
進
し
ま
す
。

新 �

給
水
車
購
入
事
業�

１
，７
１
０
万
円

　

台
風
や
地
震
災
害
に
よ
る
広
範
囲
の
断

水
に
対
応
す
る
た
め
、
動
力
ポ
ン
プ
設
備

付
き
の
給
水
車
両
を
購
入
し
ま
す
。

財
政
健
全
化
へ
の
取
組
事
業

特
別
会
計
・

企
業
会
計
で
実
施
す
る
事
業

創
造
と
交
流

進
化
が
生
み
だ
す
甲
賀
の
活
力

テーマ
③

魅
力
の
伝
承

誇
り
を
伝
え
る
甲
賀
の
宝

テーマ
④

学
び
と
育
ち

き
ず
な
が
育
む
甲
賀
の
未
来

テーマ
②

▲子どもたちの豊かな心を育む読書習慣

▲市内での就労を目的とした合同就職・面接会

▲農作物への被害を防ぐため設置される鳥獣侵入防止柵

▲市民活動を支える人材を育てるためのまちづくり講座

▲発掘調査が進められる水口岡山城跡
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さらなる進歩や進化に向けて
甲賀市市制施行10周年記念事業
　平成16年10月１日に甲賀市が誕生し、歴史を刻み始めて本年10月１日で、市制施行10周年という大
きな節目を迎えます。
　市では、この節目となる機会をとらえ、合併から今日までの一体感の醸成に向けたまちづくりを振り
返るとともに、旧５町から引き継いだ歴史や文化を「甲賀の魅力」としてさらに高め、未来に向かって
輝きつづけるまちの姿を市内外に強くアピールするため「甲賀市市制施行10周年記念事業」を展開します。

10
周
年
記
念
事
業
「
４
つ
の
方
針
」

　
10
周
年
記
念
事
業
は
、
市
民
憲
章
に
定
め

る
「
あ
い
こ
う
か
」
の
実
現
に
向
け
、
多
く

の
市
民
や
市
外
の
皆
様
が
参
加
・
交
流
が
で

き
、
活
気
あ
ふ
れ
る
全
市
的
な
取
り
組
み
と

す
る
た
め
、
次
の
方
針
で
実
施
し
ま
す
。

❶
市
民
と
の
協
働

　
市
民
の
声
が
広
く
寄
せ
ら
れ
、
市
民
等

に
よ
る
主
体
的
な
取
り
組
み
を
推
進

❷
郷
土
愛
の
醸
成
・
甲
賀
ブ
ラ
ン
ド
発
信

　
市
の
良
さ
や
魅
力
の
再
発
見
や
創
造
に

よ
る
「
ふ
る
さ
と
甲
賀
」
へ
の
郷
土
愛
や
ブ

ラ
ン
ド
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
推
進

❸
市
の
持
続
的
発
展

　

将
来
に
わ
た
っ
て
活
気
あ
ふ
れ
る
甲
賀

市
で
あ
る
た
め
の
持
続
的
効
果
を
も
た
ら

す
取
り
組
み
を
推
進

問い合わせ

政
策
推
進
課

☎
6
5‐０
６
７
０
／

6
3‐４
５
５
４

問
い
合
わ
せ

一般社団法人　水口岡山城の会
☎０７０‐５５０９‐４６４６

問
い
合
わ
せ

生活環境課
☎ 65‐0690／ 63‐4582

 市民の皆様との協働による
「市制施行10周年記念事業」を募集
【市民協賛事業】
　市民や各種団体、企業等の皆様による
地域におけるイベントやPR活動等で、10
周年記念事業を一緒に盛り上げていただ
ける事業については、「市制施行10周年
記念 市民協賛事業」の名義使用等により
支援します。

【市民提案事業】
　市制施行10周年記念事業の趣旨等に
賛同いただき、各種団体や市民の皆様が
主体となり、平成26年度中に実施される
事業の一部を、予算の範囲内で支援します。
◦募集期限／５月30日（金）

※詳しくは、市ホームページをご覧ください

バルーンによる水口岡山城が復活。夜はライトアップを行います。
●期　間／４月１７日（木）～２０日（日）
●場　所／水口町古城山西の丸周辺
●駐車場／１９日・２０日は水口小学校
※夜間ライトアップは天候により部分中止あり
※詳しくは、水口岡山城の会ホームページをご覧ください
　（http://okayamajyo.com/）

甲賀市の新しいシンボル
よみがえれ水口岡山城２０１４

平
成
26
年
度
予
算

２
～
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載

条
例
の
制
定

◦
甲
賀
市
子
ど
も
の
い
じ
め
防
止
条
例

◦�

甲
賀
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の一
部

を
改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
手
数
料
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
福
祉
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の一
部
を
改
正
す

る
条
例

◦�

甲
賀
市
林
業
施
設
条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例

◦�

甲
賀
市
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
都
市
公
園
条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例

◦�

甲
賀
市
営
住
宅
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
福
祉
医
療
費
助
成
条
例
及
び
甲
賀

市
老
人
福
祉
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
鈴
鹿
ホ
ー
ル
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

【条例の改正概要】
■�市及び市から委託を受けた者以外（区・自治会から
了解を得ている集団回収団体は除く。）による、適正
に排出された家庭系廃棄物の収集、運搬を禁止します。
■�禁止命令に従わない場合は、２０万円以下の罰金に処
される場合があります。

　ご協力いただきたいこと
　①�ごみは前日に出さず回収日当日の朝８時までに出し
てください。

　②目撃された場合は通報を

　持ち去り行為を目撃された場合、生活環境課�
（６５‐０６９０）、もしくは甲賀警察署（６２‐4155）へ�
ご連絡いただきますようお願いします。

【通報時の注意点】
◦�場所・日時・行為者の特徴・車輌ナンバー・持ち去
られた物などをお知らせください。（分かる範囲で結
構です。）
◦�持ち去り行為者を直接問いただしたり、車輌を制止
することは、危険を伴いますので止めてください。

　集団回収は事前登録が必要です
　集団回収をされている団体（区・自治会等に了解を
得てごみ集積所で実施している場合）は、誤解を招く
恐れがあるため、事前登録をしていただくことになりま
す。集積所を管理する区・自治会を通じて、市に「集
団回収届出書」をご提出ください。

平
成
25
年
度
補
正
予
算

◦�

平
成
25
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

◦�

平
成
25
年
度
甲
賀
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

◦�

平
成
25
年
度
甲
賀
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◦�

平
成
25
年
度
甲
賀
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

◦�

平
成
25
年
度
甲
賀
市
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

◦�

平
成
25
年
度
甲
賀
市
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

◦�

平
成
25
年
度
甲
賀
市
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

市
道
路
線
の
認
定

　

水
口
町
新
城
地
先
の
城
が
丘
団
地
25
号
線

の
認
定契

約
の
締
結

　
「
信
楽
高
原
鐵
道
信
楽
線
18
号
災
害
杣
川

橋
梁
外
本
復
旧
工
事
」

　
「
甲
南
中
学
校
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
造

工
事
（
２
期
）」

❹
甲
賀
の
め
ぐ
み
の
振
興

　

甲
賀
市
の
農
産
品
を
積
極
的
に
支
援

し
、
農
林
業
の
振
興
に
貢
献
す
る
取
り
組

み
を
推
進市

民
の
皆
様
と
と
も
に

　
10
周
年
記
念
事
業
の
成
功
に
向
け
、
市
民

の
皆
様
と
市
役
所
の
協
働
に
よ
る
「
オ
ー
ル

甲
賀
市
」
で
活
気
に
満
ち
た
取
り
組
み
と
し

て
、「
市
民
提
案
事
業
」
と
「
市
民
協
賛
事
業
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年 

第
２
回
甲
賀
市
議
会
定
例
会

　

第
２
回
甲
賀
市
議
会
定
例
会
が
２
月
24
日
か
ら
３
月
26
日
ま
で
の
期
間
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
が
提
案
し
、
審
議
、
可
決
さ
れ
た
主
な
議
題
は
次
の
と
お
り
で
す
。

家庭系廃棄物の持ち去りを禁止します
　以前からごみ集積所に出された家庭系廃棄物（可燃ごみ、資源ごみなど）が、市委託業者以外の第三者
に持ち去られる行為が発生しています。
　このような行為は、利用される皆さんに不安を与えるだけでなく、換金価値のない物が不法投棄された
事例もあり、ごみの適正処理に支障をきたす恐れもあります。
　そこで、家庭廃棄物の持ち去りを防ぐため４月１日から『甲賀市廃棄物の処理及び清掃に関する条例』、
および、同規則の一部を改正しました。
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　甲賀ブランド推進協議会では、２月２５日に甲賀�
ブランド認定審査会を開き、新たに１８点を認定しま
した。
　昨年認定した甲賀もち工房の忍者もち、窯元
散策路を含め、今後も協議会では、これらの甲
賀ブランドを目あてに市を訪れる人が増えるよう、�
ＰＲ活動を展開していきます。

清
酒　

鮎
河

�

（
農
事
組
合
法
人
す
ご
い
え
ぇ
の
う
鮎
河
）

煎
茶
の
大
人
ロ
ー
ル�

�

（
茶
の
み
や
ぐ
ら
）

朝
宮
紅
茶　

紫
香
楽�

�

（
か
た
ぎ
古
香
園
）

辰
岡
の
水
出
し
赤
ち
ゃ
ん
番
茶

�
（
辰
岡
製
茶
㈱
）

問
い
合
わ
せ

甲賀ブランド推進協議会（事務局：観光企画推進室）
☎ 65‐0708／ 63‐4087

問
い
合
わ
せ

青少年自然活動支援センター
☎ 86‐8022／ 86‐8380

※上記以外にもいろいろな講座、教室を開催いたします。
※�各講座教室の募集定員、参加条件および申込方法等の詳細ならびに公民館で活動し
ている自主活動グループの情報は、各公民館までお問い合わせください。
※�皆様の「知りたい！」「学びたい！」「教えたい！」などのご意見・ご要望をお待ちしています。
お気軽に各公民館・地域市民センターまでご相談ください。

新

心豊かで、生きがい
のある充実した人生を
　市内５つの公民館では、市民の皆様に一年を通じて楽しみながら学
んでいただくための講座・教室等を企画しました。いずれの公民館講
座にも参加できますので、新たな学びの発見と学びの仲間づくりを是
非ともお楽しみください。

公民館名 講座名 内容 対象

水口中央公民館
☎ 62‐0488
 62‐3338

一般教養講座 健康寿命アップにつながる食事づく
りなど 一般成人

こども公民館講座 野外クッキングや貯金箱づくりに挑戦 小学 4 年生～
6年生

親子ふれあい講座 親子クッキングやおもちゃ作りを楽
しみます

小学1年生～ 3年生
およびその保護者

土山中央公民館
☎ 66‐0158
 66‐0158

一般教養講座 オルゴール作りからキムチ漬け教室
まで幅広く 一般成人

親子ふれあい講座 「地球にやさしいラーメンづくり」などを親子で
小学生とその
保護者

あいの土っこきら
ねっ人いきいき活動

料理や折紙、昔あそびなどを教わ
ります 小学生

かふか生涯学習館
☎ 88‐4100
 88‐5055

シルバー大学 クラブ別学習と月１回の教養講座を開催 60歳以上の方

実用講座 みんなで絵手紙を楽しみましょう どなたでも

天体観望会 季節の星空を大型天体望遠鏡を
使って どなたでも

KOKA 楽こども
公民館（２クラブ） 天体観察や野外活動など仲間と一緒に

小学 4 年生～
6年生

親子ふれあい講座 親子でお菓子づくりや茶道にもチャ
レンジ

小学１年生～ 6年生
およびその保護者

甲南公民館
☎ 86‐3036
 86‐8119

くらしとまちづ
くり講座 アロマ石けん作りなどを楽しみます 一般成人

子ども体験講座
（夏・冬） 木工細工やレザークラフトの教室 小学生

親子・家族の
わくわく講座

毎年、パン屋さんでのパン作りは
好評です

保幼・小学生と
その保護者

信楽中央公民館
☎ 82‐8075
 82‐2463

生きいき講座 いつでもどこでも健康体操 一般成人

遊学舎
（物づくり夢工房） 家にある身近な材料で物づくりに挑戦

小学 1 年生～
3年生

外国語講座 旅先で誰もが役立つ英会話を学びます 一般成人

ピースフル
コンサート 音楽サークルから歌のプレゼント　 どなたでも

★「キャンプリーダー」募集★
　甲賀市が主催する自然体験活動事業等において、参加者が
楽しく安全に活動できるよう、キャンプ技術の指導や仲間づく
りのサポートなどをお手伝いいただける方（高校生以上の青少
年）を募集しています。

～平成26年度公民館教室講座受講生募集～

たに１８点が
甲賀ブランドに認定

カフェ、ギャラリー「ｍａｍｍａ　ｍｉａ」

信楽たぬき温泉　小川亭甲賀流忍術屋敷

水口曳山まつり

しがらき火まつり

信楽陶器まつり

滋賀県立陶芸の森

畑のしだれ桜

甲賀三大佛（大池寺・櫟野寺・十楽寺）

塩野温泉

大河原温泉かもしか荘

ＭＩＨＯ　ＭＵＳＥＵＭ

陶芸施設「小川顕三陶房」

陶芸施設「のぼり窯ギャラリーＯｇａｍａ」
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市役所の業務 代表
番号

水口庁舎
甲南庁舎（上下水道部）
　　　　（教育委員会）

☎65-0650  63-4554
☎86-8000  86-8032
☎86-8002  86-8380

各課、室の主な業務内容は次のとおりです。お電話
でのお問い合わせ等は各課、室へのダイヤルインを 
ご利用ください。

■各課・係等の業務
部局 課　名 係名等 電話番号 FAX番号 主な業務 場　所

市
長
直
轄
組
織

秘書課 秘書係 65-0662

63-4619

秘書、渉外、褒章、叙勲、表彰、市長会

水口庁舎２階

広報課 広報公聴係 65-0675 広報紙の発行、公聴、ホームページの運用、行政情報番組の制作

危機管理課 防災危機管理係
セーフコミュニティ推進室 65-0665 消防・水防団、防災、災害対策本部、防災行政無線、国民保護、危機管理、�

安心で安全なまちづくり、セーフコミュニティ推進

総
合
政
策
部

政策推進課 政策推進係 65-0670
63-4554

総合計画、重要施策の企画・総合調整、国土利用計画、広域行政

公共交通推進室 公共交通推進係 65-0672 交通体系の調整、第三種鉄道事業、鉄道機能強化、市コミュニティバス

情報政策課 システム管理係 86-8177 86-8187 コンピュータによる各種システムの運用・管理、情報セキュリティ 甲南庁舎３階

情報基盤整備推進室 情報基盤整備推進係 66-1193 66-1564 地域情報化基盤、地域情報化推進、地デジ 土山地域市民センター

地域コミュニティ推進室 地域コミュニティ推進係
交流推進係

65-0687
65-0604 63-4554 自治振興会・区・自治会、ＮＰＯ等市民活動支援、地縁団体の認可、まちづくり

出前講座、国内・国際交流事業支援、国際化推進 水口庁舎２階

土山地域市民センター
地
域
振
興
課

地域振興係

66-1101 66-1564 戸籍、住民基本台帳、在留関連、印鑑登録、諸証明、埋火葬許可・火葬場使用予約、
市税に係る諸証明、小中学校の転入・転出に係る許可書の発行、市民相談、国民健康
保険、年金、後期高齢者医療、高齢者・母子・父子・障がい者（児）・乳幼児の医療・
福祉、各種証明申請・発行、公金の収受、納税相談、保育園・幼稚園の入園申請受付、
自治振興会・区・自治会、消防・防災、一般廃棄物、し尿汲み取り、選挙事務

土山地域市民センター

甲賀大原地域市民センター 88-4101 88-3104 甲賀大原地域市民センター

甲南第一地域市民センター 86-4161 86-8029 甲南庁舎１階

信楽地域市民センター 82-1121 82-3415 信楽地域市民センター

総
務
部

総務課 総務統計係 65-0663

63-4561

市議会、住居表示、行政区域、総合案内、文書管理、公印管理、自衛官募集、
各種統計調査

水口庁舎２階

職員課 人事係
給与係

65-0669
65-0668 職員採用、人事給与、職員団体、職員研修、福利厚生、組織・機構

法務室 法務係 65-0664 63-4619 条例・規則等の制定改廃、行政不服申立、訴訟、コンプライアンス、情報公開、
個人情報保護

行政改革推進室 行政改革推進係 65-0671

63-4561

行政改革、行政評価、事務効率の改善、指定管理者制度、地方分権改革、組
織目標

財政課 財政係 65-0676 財政計画、予算編成、地方交付税、市債

公有財産管理室 公有財産管理係 65-0677 公有財産管理、土地開発基金管理、庁舎管理、公用車管理

庁舎整備室 庁舎整備係 65-0661 庁舎改修整備

契約検査課 契約検査係 65-0678 63-4627 各種契約審査、工事等の入札、入札監視委員会、工事等の検査

水口庁舎１階
税務課 市民税係

資産税係
65-0679
65-0680

63-4574

市民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税等の賦課・調定

滞納債権対策課
収納推進係
滞納対策係
料金対策係

65-0682
65-0681
65-0753

市税の納税証明書・口座振替・督促・徴収、市税・料金の滞納処分

市
民
環
境
部

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

市民課 市民窓口係
戸籍住民係

62-4272
65-0683 65-6338 戸籍、住民基本台帳、在留関係、印鑑登録、諸証明、埋火葬許可・火葬場使用予約、

市税に係る諸証明、小中学校の転入・転出に係る許可書の発行、人口動態

水口庁舎１階

保険年金課 国保年金係
後期高齢者医療係

65-0688
65-0689 63-4618 国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療、福祉医療

（市民窓口センター） 福祉担当係
生活環境担当係

62-1621
62-4271 63-4086 児童手当・保育園入園・介護保険・障がい者福祉・高齢者福祉等の申請受付、

上下水道の開閉栓、し尿汲み取り、税・料の納付、コミュニティバス定期券販売

生活環境課
生活交通係
環境政策係
廃棄物対策係

65-0686
65-0691
65-0690

63-4582

消費生活相談、防犯、行政相談、外国人相談、交通安全対策、交通災害共済、
市営駐車場・駐輪場、自然環境保全、公害防止、狂犬病予防、墓地、火葬場、
エコライフ推進、地域新エネルギー、一般廃棄物、不燃物処理場、不法投棄対策

人権推進課
人権政策係
地域総合センター係
人権教育推進係

65-0694
65-0695
65-0693

人権政策、人権教育・啓発、男女共同参画、地域総合センター（隣保館・教育
集会所）

健
康
福
祉
部　
福
祉
事
務
所

社会福祉課 福祉政策係
生活福祉係

65-0700
65-0701

63-4085

民生委員児童委員、戦傷病者及び戦没者遺族援護、生活保護、住宅支援給付、
臨時福祉給付金、社会福祉法人監査

水口社会福祉
センター１階

生活支援室 生活支援係 65-0735 生活困窮者相談窓口

こども応援課
こども政策係
児童家庭支援係
家庭児童相談室

65-0729
65-0705
65-0660

児童福祉、母子・父子福祉、児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養手当、児
童クラブ、子育て支援センター、児童虐待防止、ドメスティックバイオレンス対策、
子育て世帯臨時特例給付金

障がい福祉課 自立支援係
相談支援係

65-0702
65-0707

身体障がい者（児）福祉、知的障がい者（児）福祉、精神障がい者（児）福祉、
難病対策

発達支援課 発達支援係 86-8422 86-8380 幼児期・学齢期・青年期の心理・発達・教育の相談、こじか教室、適応指導教室、ことばの教室 甲南庁舎２階

長寿福祉課
高齢者支援係
介護保険係
地域支援係

65-0696
65-0698
65-0699

63-4085 高齢者福祉、高齢者福祉施設、介護保険、介護予防、地域包括支援センター
水口社会福祉
センター１階

63-4591 水口保健
センター１階健康推進課

健康政策係
母子保健係
健康増進係

65-0703
62-5336
65-0737

献血、防疫、母子保健、予防接種、保健センター、健康増進、歯科保健

部局 課　名 係名等 電話番号 FAX番号 主な業務 場　所

産
業
経
済
部

商工政策課 商工業振興係
労政係

65-0709
65-0710 63-4087

商工業振興、中心市街地活性化、資金融資対策、地場産業、雇用対策、�
障がい者雇用の促進、労働相談、就労相談、シルバー人材センター、勤労福祉
施設、企業内人権対策、企業立地、工業団地、信楽伝統産業会館・信楽産業展
示館の管理運営

水口庁舎１階

観光企画推進室 観光企画推進係 65-0708 観光振興、観光施設管理、特産品等の普及・宣伝

農業振興課 農政係
農産係

65-0711
65-0712

63-4592

農業政策、農業振興計画、農業振興地域整備、中山間地域活性化、水産・畜産振興、
米穀・特産物生産振興、茶生産振興、農業用施設管理

水口庁舎２階
獣害特別対策室 獣害特別対策係 65-0734 鳥獣害対策・鳥獣保護

農村整備課 基盤整備係
施設管理係

65-0713
65-0714

農業農村整備事業、農地・農業用施設災害復旧事業、県営事業の推進、直轄管理農道の維持
管理、野洲川基幹水利施設管理事業、法定外公共物の維持管理

林業振興課 林業振興係 65-0715 森林整備計画、地元材利用促進、琵琶湖森林づくり事業、森林病害虫防除対策、林
道開設事業、治山事業、緑化推進、林業施設の維持管理

建
設
部

都市計画課
都市計画係
開発指導係
市街地整備係

65-0719
65-0606
65-0721

63-4601

都市計画、景観対策、屋外広告物、地籍調査、開発指導・許可、土地区画整理、
市街地整備

水口庁舎２階
建設管理課 道路河川係

公園緑地係
65-0722
65-0720 道路・橋りょう・河川の管理、法定外公共物、公園・緑地の整備及び維持管理

建設事業課
事業調整係
建設第１係
建設第２係

65-0723

65-0724
道路等の用地取得・登記、国道・県道等の事業調整、道路・橋りょう・河川等の
設計・施工・維持補修、災害復旧事業

住宅建築課 公営住宅係
建築係

65-0609
65-0725

住宅政策、公営住宅、学校等の公共建築物の建築・改修、建築確認、耐震・ア
スベスト対策

上
下
水
道
部

上水道課

経営係
工務係
給水係
維持係

86-8013
86-8015
86-8016
86-8017

86-8390

水道事業の経営企画・総合調整、水道事業認可、水道施設の設計・施工、給水
装置工事の申し込み、専用水道、貯水槽水道、水道施設の維持管理、水質保全・
検査

甲南庁舎１階
下水道課

計画普及係
施設維持係
建設係

86-8012
86-8399
86-8347

下水道の総合調整、下水道計画・事業認可、下水道の普及啓発、排水設備工事、
下水道指定工事店、水洗便所改造等資金融資あっせん、浄化槽設置、下水道施
設の維持管理、公共下水道事業・農業集落排水事業の設計・施工、既設開発団
地接続

上下水道料金課 料金管理係 86-8014 86-8032 上下水道料金、下水道の受益者負担金・分担金の調定・徴収・滞納対策、量水
器の検針、水道開閉栓

会計課 出納審査係 65-0657 63-4086 現金・有価証券の出納保管、小切手の振出し、重要物品台帳の整備、決算の調
製、税・料の収納 水口庁舎１階

教
育
委
員
会
事
務
局

教育総務課

総務企画係
学校管理係
学校給食係
教育環境整備室

86-8152

86-8018

86-8148 86-8380 

教育委員会会議、教育行政相談、教育財産管理、学校の管理運営、学校給食セ
ンター、教育環境整備

甲南庁舎２階

学校教育課

学務係 86-8019

教育課程、教育調査研究、教職員人事、教職員研修、特別支援教育、就学指導、
就学援助、奨学奨励

指導教職員係 86-8020

こども教育支援係 86-8317

教育研究所 86-8144 86-8196

こども未来課 管理係
指導振興係

86-8179
86-8182

86-8380

幼稚園・保育園管理運営、就学前教育（保育）の指導、幼保一元化、家庭教育
支援事業、ブックスタート事業、就園相談、特別支援教育

社会教育課
生涯学習係
人権教育係
青少年育成係

86-8021
65-0693
86-8022

社会教育・生涯学習、社会教育委員の会議、人権・同和教育の総合企画・調整・推進・指導、
公民館・図書館・生涯学習館の管理運営、青少年の健全育成、青少年研修センター、青少
年自然活動支援センター、少年センター、成人式

文化スポーツ振興課
スポーツ振興係 86-8023 文化・芸術の振興、文化・芸術団体の育成、文化施設の管理運営、生涯スポーツの普及・

振興、スポーツ施設の整備・管理運営、学校体育施設の開放文化振興係 62-2626 62-2625 あいこうか市民ホール

歴史文化財課
調査管理係
埋蔵文化財係
市史編さん室

86-8026

86-8075
86-8216 文化財の保護・管理・普及啓発、文化財保護審議会、歴史民俗資料館等の施設管理運営、埋蔵文化財の調査・保護・整備活用、市史編さん 甲南庁舎３階

■議会・行政委員会等
名　称 係名等 電話番号 FAX番号 主な業務 場　所

議会事務局 庶務係
議事係

65-0654
65-0655 63-4373 本会議、委員会、会議録の作成 水口庁舎３階

選挙管理委員会事務局 65-0667 63-4561 選挙事務、委員会庶務 水口庁舎２階

監査委員事務局

65-0656 63-4577

監査、出納検査及び審査、監査請求

水口庁舎３階公平委員会 委員会庶務

固定資産評価審査委員会 固定資産の評価、価格への不服申立ての審査、委員会庶務

農業委員会事務局 農地係
農政係

65-0717
65-0718 63-4601 農業委員会総会、部会、委員会、農地法等に基づく許認可申請・諸証明 水口庁舎２階

■医療施設・介護保険施設
名　称 電話番号 FAX番号

信楽中央病院 82-0249 82-3060

水口医療介護センター
みなくち診療所 62-3346 63-1728

介護老人保健施設ケアセンターささゆり 62-3366 62-3347

水口社会福祉センター１階にありました発達支援室は、発達支援課となり
甲南庁舎２階に移転しました。
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地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
み
な
く
ち
診
療
所
と
信
楽
中
央
病
院
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
の
増
進
と
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
初
期
疾
患
の

診
察
を
は
じ
め
、
専
門
診
療
や
日
常
の
健
康
管
理
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
身
近
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
地
域
密
着
型

の
医
療
機
関
と
し
て
、
地
域
医
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
外
来
診
療
体
制
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ご
自
身
の
健
康
や
体
調
が
気
に
な
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

みなくち診療所　☎62-3346 ／ 63-1728

〔外来診療体制表〕
担　当　医　師

診療科・曜日 月 火 水 木 金

午　

前

内 科 輪番制 － － － －
循 環 器 内 科 小澤（予） 大西（予） － 木村（予） －
消 化 器 内 科 － － － 村田 －
糖 尿 病 内 科 － － 山川（予） － 山元（予）
小 児 科 星野 多賀 多賀 岸本 中原
外 科 － － － － 田中久
整 形 外 科 浅嶌 浅嶌 笠原 浅嶌 浅嶌

午　

後

内 科 －
休診

山川 村田 山元
整 形 外 科 浅嶌 － － 浅嶌
小児科(心臓病) － － － 宗村（予）※１

診 療 科 受付時間 診療時間 休 診 日

内 科・ 循 環 器 内 科・
消化器内科・糖尿病内科・
小児科・外科・整形外科・
リハビリテーション科

午前診：  8時 30分～
12時

午後診：13時30分～
15時 30分

午前診：  9時～
午後診：14時～

火曜日午後
土曜日
日曜日
祝　日
年末年始

（予）は予約制　　※１　原則、毎月第４金曜日のみ

◎◎◎　受付時には、保険証、診察券、診察予約券（再診の場合）必ずご提示ください。　◎◎◎
　　　　外来診療の臨時休診につきましては、随時ご確認ください。

受付時間　・　診療時間 休 診 日

診 療 科 受付時間 診療時間
（受付患者終了時まで）

土曜日
日曜日
祝　日
年末年始

総合診療外来
（内科・外科・小児科） 　８時 ～11時30分 　９時 ～

循 環 器 内 科 13時 ～15時 14時 ～
糖尿病内科

（第１・第３月曜日） 13時 ～15時 13時30分 ～

整 形 外 科 13時 ～15時 13時30分 ～

出　張　診　療

診 療 所 名 診療日 受付時間 診療時間
（受付患者終了時まで）

多 羅 尾　出張診療所 金 14時 ～15時 14時 ～
朝　　宮　出張診療所 水（第２．第４） 14時 ～15時 14時 ～
田　　代　出張診療所 月１回（第３水曜日 ) 14時 ～15時 14時 ～

信楽中央病院　☎82-0249 ／ 82-3060

〔外来診療体制表〕
担　当　医　師

診療科・曜日 月 火 水 木 金

午　

前

総合診療外来
内　科
外　科
小児科

初診 中島 倉田 寺田 木田 木田

再診
（予約）

－ 中島 中島 － 中島
木田 － 木田 － －
倉田 － － 倉田 －
－ 寺田 － 寺田 －

午　

後

循 環 器 内 科 松本 － － － －

糖 尿 病 内 科 山元
（第１・第３） － － － －

整 形 外 科 － 浅嶌 － － －

（　　 　）

　

４
月
１
日
か
ら
信
楽
中
央
病
院

に
赴
任
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は

長
浜
市
湖
北
病
院
で
内
科
医
と
し

て
勤
務
し
、
一
般
内
科
系
を
中
心

に
、
外
科
手
術
を
含
め
た
消
化
器

疾
患
も
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　

赴
任
後
も
、
癌
の
早
期
発
見

や
、
外
傷
・
小
手
術
に
力
を
入
れ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
生
か
し
て
、
地
域
の

皆
様
の
健
康
増
進
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

寺
田 

好
孝

医
師
信
楽
中
央
病
院

《
ご
あ
い
さ
つ
》

市
立
病
院
等
外
来
診
療
の
ご
案
内

◎◎◎　外来診療の臨時休診や変更につきましては随時ご確認ください。　◎◎◎

　
多
羅
尾
学
区
自
治
振
興
会
で
は
、
２
月
14

日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
お
雛
様
祭
り
を
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
昔
か
ら
多
羅
尾
で
は
、
旧
暦

で
行
わ
れ
て
い
て
今
年
は
４
月
２
日
で
す
。

　

多
羅
尾
学
区
自
治
振
興
会
で
は「
飾
り
た

い
け
ど
高
齢
に
な
っ
た
の
で
飾
れ
な
い
。
お

雛
様
を
祝
い
た
い
な
ぁ
」の
声
に
応
え
、
公

民
館
を
会
場
に
お
雛
様
祭
り
を
企
画
さ
れ
ま

し
た
。
30
年
近
く
、
飾
ら
れ
な
く
な
っ
た
お

雛
様
を
８
軒
の
方
が
持
ち
寄
り
飾
ら
れ
ま
し

た
。い
ろ
ん
な
表
情
が
心
和
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
甘
酒
も
ふ
る
ま
わ
れ
娘
が
嫁

ぎ
飾
る
機
会
が
な
く
な
っ
た
方
や
、
子
ど
も

は
男
の
子
だ
っ
た
か
ら
お
雛
様
を
し
た
こ
と

が
な
い
方
な
ど
い
ろ
ん
な
方
が
来
て
昔
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
来
月
は
、五
月
人
形
展
を
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
３
月
８
日
に
、
佐
山
学
区
自
治
振
興
会
健
康
福
祉
部
に
よ
る
人
権

研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、「
認
知
症
を
正
し
く
知
る
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、
甲
賀
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
方
々
の
、

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
交
え
た
お
話
を
聞
き
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を

し
ま
し
た
。

　
「
一
人
で
抱
え
込
ん
だ
ら
あ
か
ん
な
あ
」「
お
か
し
い
な
、
と
思
っ

た
ら
相
談
せ
な
あ
か
ん
な
あ
」「
地
域
で
見
守
り
し
て
助
け
合
わ
な
あ

か
ん
な
あ
」な
ど
、
と
て
も
い
い
意
見
が
た
く
さ
ん
出
ま
し
た
。

　
終
了
後
に
は
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」と
し
て
の
証
の
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
の
参
加
者
は
、
自
治
振
興
会
役
員・部
会
員
、
サ
ロ
ン
ス
タ
ッ

フ
58
名
で
し
た
が
、
こ
れ
を
機
会
に
学
区
全
体
に
広
げ
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

御お

ん

場ば

泉せ

ん

で
小
水
力
発
電●

大
野
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
前
野
地
先
に
あ
る
御
場
泉
で
、
小
水
力
発
電

機
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

御
場
泉
は
、
倭や

ま
と

姫ひ
め
の

命み
こ
と

が
滞
在
さ
れ
た
時
に

飲
用
に
献
上
さ
れ
た
言
い
伝
え
が
残
る
湧
水
で

す
。

　
こ
の
泉
を
大
野
地
域
自
治
振
興
会
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

石
積
み
や
導
水
路
の
整
備
を
進
め
ら
れ
、
泉
を

照
ら
す
照
明
の
電
源
と
し
て
小
水
力
発
電
機
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
装
い
も
新
た
に
な
り
ま
し
た
御
場
泉
を
ぜ
ひ一

度
お
訪
ね
さ
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

認知症サポーター
養成講座を開催

●佐山地域市民センター

綾野地域も桜満開

　
桜
の
花
が
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
咲
き
誇
り
、
綾
野
学
区
で
も

地
域
の
方
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
桜
が
満
開
の
季
節
を
む
か
え
て
い

ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
の
近
く
で
は
、
水
口
城
資
料
館
の
桜
が
道
行
く
ひ
と

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
が
、
お
堀
の
水
面
に
う
つ
し
た
そ
の
姿
は

水
口
城
址
の
た
た
ず
ま
い
と
と
も
に
、風
情
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
そ
こ
か
ら
北
に
進
ん
だ
藤
栄
神
社
で
は
、
散
歩
を
す
る
人
、
お
弁

当
を
ひ
ろ
げ
て
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
姿
、
ま
た
、
市
外
か
ら
東
海
道

を
歩
い
て
こ
ら
れ
た
方
が
休
憩
さ
れ
る
様
子
も
み
え
ま
す
。

　
近
く
に
は
３
月
に
誕
生
し
た「
甲
賀
流
忍
者
鍋
」、「
甲
賀
流
忍
者

巻
き
」を
い
た
だ
け
る
お
店
も
あ
り
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
エ
リ

ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
羅
尾
の
雛
ま
つ
り

●
多
羅
尾
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

▲整備された御場泉

●綾野地域市民センター

▲水口城資料館

▲活発に意見が交わされた認知症サポーター養成講座

▲

�

た
く
さ
ん
の
お
雛
様
が

飾
ら
れ
た
お
雛
様
祭
り
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満
開
の
梅
を
囲
み
交
流

寺
庄
ふ
る
さ
と
公
園
い
こ
い
の
集
い

　
甲
南
町
寺
庄
の
創
造
の
森
・
ふ
る
さ
と
公
園
で
３
月
23
日
、

「
い
こ
い
の
集
い
」
が
行
わ
れ
、
地
域
の
方
約
１
５
０
名
が
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
集
い
は
、
ふ
る
さ
と
公
園
を
知
り
、
多
く
の
方
に
利
用

し
て
も
ら
お
う
と
、
区
と
創
造
の
森
を
良
く
す
る
会
が
初
め
て

実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
公
園
で
は
、
紅
白
20
本
の
し
だ
れ
梅
が
咲
き
揃
う
中
、
写
生

や
お
茶
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
行
わ
れ
、
春
の一日
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
こ
ん
な
に
き
れ
い
な
時
期
に
初
め
て
来
た
」

と
画
用
紙
を
ピ
ン
ク
色
で
染
め
る
子
ど
も
た
ち
に
目
を
細
め
て

い
ま
し
た
。

　
公
園
に
は
、
他
に
も
季
節
ご
と
に
楽
し
め
る
花
木
が
植
え
ら

れ
、
４
月
の
中

旬
に
は
、
桜
が

見
ご
ろ
を
迎
え

ま
す
。

五
穀
豊
穣
を
願
い
守
り
伝
え
ら
れ
る
伝
統
行
事

檜
尾
神
社
・
お
田
植
え
祭
り

　
甲
南
町
池
田
の
檜
尾
神
社
で
３
月
21
日
、
五
穀
豊
穣
を
願
う

「
お
田
植
え
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
に
は
、
天
狗
が
田
植
え
の一連
の
作
業
を
演
じ
る
と
い

う
珍
し
い
芸
能
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
市
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
天
狗
が
農
具
を
持
ち
、
田
ご
し
ら
え
の
所
作
を
終
え
る
と
、

天
狗
の
先
導
で
早
乙
女
役
の
子
ど
も
３
名
が
、
苗
に
見
立
て

た
枝
の
束
を
手

に
取
り
、
地
面

を
掃
く
よ
う
に

し
て
苗
取
り
と

田
植
え
の
様
子

を
再
現
し
ま
し

た
。

　

境
内
に
は
、

大
勢
の
地
域
の

方
が
集
ま
り
、

何
百
年
も
昔
か

ら
こ
の
地
域
に

伝
わ
る
行
事
を

見
守
っ
て
い
ま

し
た
。

選
抜
大
会
を
前
に
横
浜
高
が
市
内
で
練
習

甲
賀
市
民
ス
タ
ジ
ア
ム

　
第
86
回
高
校
野
球
選
抜
大
会
に
出
場
す
る
横
浜
高
等
学
校

の
選
手
29
名
が
３
月
18
日
、
甲
賀
市
民
ス
タ
ジ
ア
ム
で
大
会
直

前
の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
選
抜
大
会
に
は
２
年
ぶ
り
15
回
目
の
出
場
で
、
強

豪
校
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
午
後
に
は
、
選
抜
大
会
で
対
戦
し
て
以
来
毎
年
練
習
試
合
を

通
し
て
交
流
を
続
け
て
い
る
北
大
津
高
等
学
校
と
の
練
習
試
合

も
行
わ
れ
、
熱
の

こ
も
っ
た
プ
レ
ー

が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
横
浜
高
の
小お

倉ぐ
ら

清き
よ
い
ち
ろ
う

一
郎
コ
ー
チ
は
、

「
素
晴
ら
し
い
施

設
を
提
供
し
て
も

ら
い
、
感
謝
し
て

い
る
。
ま
ず
は
ベ

ス
ト
４
を
め
ざ
す
」

と
話
し
て
い
ま
し

た
。

▲熱のこもったプレーが繰り広げられた北大津高との練習試合▲満開の梅の下つどいを楽しむ地域の皆さん

▲たくさんのショベルカーに興味津々の一行

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
甲
賀
再
発
見
ツ
ア
ー

市
内
２
企
業
を
工
場
見
学

　
市
が
主
催
す
る「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
甲
賀
再
発
見
ツ
ア
ー
」

が
３
月
25
日
、
株
式
会
社
や
ま
み
、
株
式
会
社
日
立
建
機
テ
ィ

エ
ラ
の
２
か
所
で
実
施
さ
れ
、
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
16
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、甲
賀
市
が
７
年
連
続
製
造
品
出
荷
額
等
で
、

県
下一位
で
あ
る
「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」
と
し
て
の
面
を
知
っ

て
も
ら
い
、
市
に
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
ツ
ア
ー
で
は
、
豆
腐
や
厚
揚
げ
が
作
ら
れ
て
い
る
現
場
や
、

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
が一つ
ひ
と
つ
の
部
品
か
ら
作
り
上
げ
ら
れ
て
い

く
製
造
ラ
イ
ン
を
各
企
業
の
担
当
者
か
ら
説
明
し
て
も
ら
い
な

が
ら
見
学
し
ま
し
た
。

　
普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
工
場
の
中
を
案
内
し

て
も
ら
い「
お

も
し
ろ
か
っ

た
。
ま
た
き

た
い
」
と
目

を
輝
か
せ
る

子
ど
も
た
ち

の
様
子
に
、

担
当
者
は「
工

場
の
仕
事
に

興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
れ

ば
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

▲垂水斎王頓宮跡に到着し「お着き式」に臨む一行

地
域
で
大
切
に
守
り
育
て
る大

原
小
学
校
記
念
植
樹

　
大
原
小
学
校
の
６
年
生
41
名
が
３
月
14
日
、
大
原
ダ
ム
上
流

の
す
わ
せ
谷
で
、
卒
業
記
念
と
し
て
ヒ
ノ
キ
の
苗
木
を
植
樹
し

ま
し
た
。

　
こ
の
植
樹
は
、「
遠
い
将
来
を
見
据
え
て
ふ
る
さ
と
の
山

を
守
り
、
ふ
る
さ
と
を
潤
す
」
と
い
う
先
人
の
知
恵
か
ら
、

１
１
９
年
間
続
く
同
校
の
伝
統
行
事
で
、
植
樹
後
は
、
地
域
の

方
に
よ
っ
て
手
入
れ
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
大
原
財
産
区
管
理
委
員
会
会
長
の
西に

し

田だ

貞さ
だ

夫お

さ
ん
は
、「
植

え
た
苗
木
は
、
今
度
は
お
父
さ
ん
が
大
切
に
育
て
て
く
れ
る
。

し
っ
か
り
と
植
え
て
」
と
呼
び
か
け
、
子
ど
も
た
ち
は
、
心
を

込
め
て
２
０
０
本
を
植
え
終
え
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、「
成
人
式
に
ま
た
来
た
い
」
と
成
長
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

▲心を込めて植樹する大原小学校児童

千
年
の
時
代
を
越
え
蘇
る

甲
賀
市
あ
い
の
土
山
斎
王
群
行

　
天
皇
の
即
位
ご
と
に
都
か
ら
伊
勢
神
宮
に
送
ら
れ
た
斎
王
の

行
列
を
再
現
し
た
「
あ
い
の
土
山
斎
王
群
行
」
が
３
月
23
日
、

土
山
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
群
行
は
、
７
世
紀
後
半
か
ら
６
６
０
年
間
に
わ
た
り
続
い
た

と
さ
れ
、
同
町
に
あ
る
垂た

る

水み

斎さ
い

王お
う

頓と
ん

宮ぐ
う

跡あ
と

は
、一行
の
仮
宿
泊

所
で
あ
る
頓
宮
跡
の一つ
で
、
現
存
す
る
唯一の
国
史
跡
で
す
。

　
こ
の
催
し
は
、
広
く
地
域
の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
実

行
委
員
会
が
毎
年
開
催
し
、
今
年
で
17
回
を
数
え
ま
す
。

　
当
日
は
、
十
二
単
を
ま
と
っ
た
斎
王
役
の
石い

し

田だ　
光ひ

か
り

さ
ん
を

は
じ
め
約
75
名
の一行
が
大
野
小
学
校
か
ら
垂
水
斎
王
頓
宮
跡

ま
で
約
３
キ
ロ
を
練
り
歩
き
、
見
物
客
の
皆
さ
ん
は
、
華
麗
な

群
行
に
遥
か
昔
へ
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

▲天狗の先導で田植えの様子を再現する早乙女役の子どもたち

16平成 26年 4月15日17 平成 26年 4月15日



情報のまど
information

情報のまど
information

催 

し�
event

に
ん
く
る
土
曜
塾

日
時

＊＊＊

／
５
月
10
日（
土
）10
時
～
11
時
30
分

場
所

＊＊＊

／
に
ん
く
る
児
童
館

内
容

＊＊＊

／
お
も
し
ろ
お
や
つ
作
り
「
か
ん
た

ん
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
」

対
象

＊＊＊

／
小
学
生

定
員

＊＊＊

／
先
着
10
名

参
加
費

＊＊＊

／
１
５
０
円

申
込
方
法

＊＊＊

／
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
込
締
切

＊＊＊

／
５
月
７
日（
水
）

問・申
／
に
ん
く
る
児
童
館（
相
模
教
育
集
会
所
）

☎
８
８

－

５
６
９
２　

８
８

－

５
６
９
６

�

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森　
　
　
　
　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
催
し
案
内

【
森
ま
つ
り
】

　
「
森
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」「
ミ
ニ
ク
ラ
フ
ト
」

「
し
ぜ
ん
さ
ん
ぽ
」
の
３
つ
の
内
容
を
実
施

日
時

＊＊＊

／
５
月
３
日（
土
）・
４
日（
日
）

　

�

受
付
時
間
：
９
～
12
時
、
13
～
15
時（「
し

ぜ
ん
さ
ん
ぽ
」
は
14
時
開
始
）

場
所

＊＊＊

／
自
然
館
前
の
テ
ン
ト

対
象

＊＊＊

／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

費
用

＊＊＊

／
工
作
材
料
費
50
円

申
込

＊＊＊

／
不
要
（
時
間
内
に
テ
ン
ト
前
へ
）

持
ち
物

＊＊＊

／
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
し
ぜ
ん
さ

ん
ぽ
は
、
野
外
を
歩
く
服
装
で

【
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
】

　

�

５
月
５
日（
月
）「
ま
き
割
り
体
験
」、

　
５
月
６
日（
火
）「
生
き
も
の
ウ
ォッ
チ
ン
グ
」

日
時

＊＊＊

／
５
日
は
11
時
～
12
時・
13
時
30
分

～
15
時
受
付
、
６
日
は
14
時
開
始

場
所

＊＊＊

／
自
然
館
前
に
集
合

対
象

＊＊＊

／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

費
用

＊＊＊

／
無
料

申
込

＊＊＊

／
不
要
（
時
間
内
に
自
然
館
前
へ
）

持
ち
物

＊＊＊

／
野
外
を
歩
く
服
装
で

問
・
申
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３

－

６
７
１
２　

６
３

－

０
４
６
６

�

わ
く
わ
く
☆
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

日
時

＊＊＊

／
５
月
10
日（
土
）10
時
～
11
時
30
分

場
所

＊＊＊

／
か
え
で
会
館　
学
習
室

内
容

＊＊＊

／
ス
イ
ー
ツ
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

対
象

＊＊＊

／
小
学
生

定
員

＊＊＊

／
先
着
15
名

持
ち
物

＊＊＊

／
材
料
費
１
０
０
円
、
ペッ
ト
ボ
ト

ル
の
キ
ャッ
プ
１
個

申
込
方
法

＊＊＊

／
か
え
で
会
館
に
電
話
で

申
込
開
始

＊＊＊

／
４
月
15
日（
火
）９
時
～

問
・
申
／
か
え
で
会
館

☎
８
６

－

４
３
６
３　

８
６

－

４
９
５
８

募 

集�
recruitm

ent

か
ふ
か
21
子
ど
も
未
来
会
議
子
ど
も

議
員
募
集

【
任
期
：
平
成
26
年
４
月
～
27
年
２
月
】

対
象
者

＊＊＊

／
平
成
26
年
４
月
現
在
、
市
内
在

住
、
在
学
の
小
学
５
年
生
～
中
学
２
年
生

定
員

＊＊＊

／
27
名

活
動
内
容

＊＊＊

／
任
命
式（
５
月
）お
よ
び
１
泊

２
日
の
地
域
会
議
３
回
、
議
会
直
前
ワ
ー

ク
３
回
、
子
ど
も
議
会
１
回

応
募
方
法

＊＊＊

／
申
込
書
を
事
務
局
ま
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。（
募
集
チ
ラ
シ
は
各
学
校

を
通
じ
て
配
布
し
て
い
ま
す
）

問
／
水
口
中
央
公
民
館

☎
６
２

－

0
4
8
8　

6
2

－

3
3
3
8

�

県
ミ
シ
ガ
ン
州
友
好
親
善
使
節
団

団
員
募
集

派
遣
期
間

＊＊＊

／
８
月
21
日（
木
）～
29
日（
金
）

（
う
ち
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
５
泊
６
日
）

定
員

＊＊＊

／
40
名

応
募
資
格

＊＊＊

／
県
内
在
住
の
、
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
、
満
18
歳
以
上
の
方
で
、
健

康
か
つ
団
体
行
動
に
協
調
で
き
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
が一人
で
可
能
な
方
。（
高
校
生
除
く
）

応
募
期
間

＊＊＊

／
４
月
15
日（
火
）～
５
月
15
日（
木
）

申
込
方
法

＊＊＊

／
参
加
申
込
書
を
、
県
ま
た
は

（
財
）
県
国
際
交
流
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
左
記
ま
で
。

問
・
申
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室

☎
６
５

－

０
６
０
４　

６
３

－

４
５
５
４

�

甲
南
公
民
館
く
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り

講
座
受
講
生
募
集

「
ア
ロ
マ
石
け
ん
作
り
」

　
楽
し
く
ス
ト
レ
ス
解
消
！
お
気
に
入
り
の

香
り
や
色
で
石
け
ん
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

日
時

＊＊＊

／
５
月
17
日（
土
）10
時
～
12
時

場
所

＊＊＊

／
甲
南
公
民
館
（
忍
の
里
プ
ラ
ラ
）

講
師

＊＊＊

／
吉
川
優
子
さ
ん
（
英
国
Ｉ
Ｆ
Ｐ
Ａ

認
定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

対
象

＊＊＊

／
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
先
着
15
名

受
講
料

＊＊＊

／
１
，７
０
０
円

申
込
締
切

＊＊＊

／
５
月
10
日（
土
）

申
込
方
法

＊＊＊

／
チ
ラ
シ
裏
面
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
受
講
料
を
添

え
て
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
チ
ラ
シ
設
置
場
所
】
各
中
央
公
民
館
・
甲

南
地
域
の
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
・
社
会

教
育
課

問
・
申
／
甲
南
公
民
館
（
火
～
土
曜
日
９
時
～

17
時
）

☎
８
６

－

３
０
３
６　

８
６

－

８
１
１
９

お
し
ら
せ� notification

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
の
つ
ど
い
」

公
開
録
音

　
ラ
ジ
オ
を
お
聞
き
の
み
な
さ
ん
に
安
ら
ぎ

を
お
届
け
す
る
『
ラ
ジ
オ
深
夜
便
』。
ア
ン

カ
ー
が
ス
タ
ジ
オ
を
飛
び
出
し
て
、
心
あ
た

た
ま
る
ト
ー
ク
を
お
届
け
し
ま
す
。
観
覧
を

ご
希
望
の
方
は
、
次
の
要
領
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

日
時

＊＊＊

／
６
月
７
日
（
土
）
13
時
30
分
開
演

（
13
時
開
場
）

会
場

＊＊＊

／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

内
容

＊＊＊

／
第
１
部
「
明
日
へ
の
こ
と
ば　

講

演
会
」

　
第
２
部
「
ア
ン
カ
ー
を
囲
む
つ
ど
い
」

　
ア
ン
カ
ー
：
石
澤
典
夫　
迎　
康
子

応
募
方
法

＊＊＊

／
入
場
無
料
。
郵
便
往
復
は
が

き
（
私
製
を
の
ぞ
く
）
の
【
往
信
用
裏
面
】

に
、
郵
便
番
号
・
住
所
、
名
前
、
電
話
番

号
【
返
信
用
表
面
】
に
、
郵
便
番
号
・
住

所
、
名
前
を
明
記
し
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

�（
あ
て
先
）
〒
５
２
８‐０
０
０
５　

水
口

町
水
口
５
６
３
３
番
地
あ
い
こ
う
か
市
民

ホ
ー
ル
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
の
つ
ど
い
」
係

申
込
締
切

＊＊＊

／
５
月
15
日（
木
）必
着

＊�

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
上
、
１
枚
で
２

名
様
ま
で
入
場
で
き
る
整
理
券
を
お
送
り
し

ま
す
。

＊�

１
歳
以
上
の
お
子
様
か
ら
入
場
整
理
券
が

必
要
で
す
。

問
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

　
　
（
９
時
～
17
時　
休
館
・
月
曜
日
）

☎
６
２

－

２
６
２
６　

６
２

－

２
６
２
５

相
談
〈
５
月
〉 �

talk

人
権
な
ん
で
も
相
談

　
人
権
に
関
す
る
悩
み
ご
と
や
日
常
生
活
で

の
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
※
申

込
不
要

対
応
者

＊＊＊

／
人
権
擁
護
委
員（
法
務
大
臣
委
嘱
）

開
催
日
／
場
所

＊＊＊
　
７
日（
水
）／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
活
動
室

　

�

８
日（
木
）／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階
身
障
研
修
室

　
９
日（
金
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室
Ｆ

　
12
日（
月
）／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
談
話
室

　
20
日（
火
）／
市
役
所
甲
南
庁
舎
3
階
和
室

時
間

＊＊＊

／
13
時
30
分
～
16
時

問
／
人
権
推
進
課

☎
６
５

－

０
６
９
４　

６
３

－
４
５
８
２

�

男
女
の
悩
み
ご
と
相
談

　
家
庭
や
職
場
等
で
の
男
女
間
の
様
々
な
悩

み
ご
と
に
応
じ
ま
す
。

開
催
日

＊＊＊

／
２
日（
金
）・
７
日（
水
）・
９
日

（
金
）・
12
日（
月
）・
14
日（
水
）・
16
日（
金
）・

19
日（
月
）・
21
日（
水
）・
23
日（
金
）・
26

日（
月
）・
28
日（
水
）・
30
日（
金
）

場
所

＊＊＊

／
水
口
庁
舎
１
階
人
権
推
進
課
内
相
談
室

時
間

＊＊＊

／
９
時
～
16
時

相
談
方
法

＊＊＊

／
電
話
ま
た
は
面
接
相
談
（
面

接
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
）

相
談
窓
口
／
６
５

－

０
７
５
１

問
／
人
権
推
進
課

☎
６
５

－

０
６
９
４　

６
３

－

４
５
８
２

�

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
や
特
殊
法
人
の
業
務
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。
※
申
込
不
要

対
応
者

＊＊＊

／
行
政
相
談
委
員（
総
務
省
委
嘱
）

開
催
日

＊＊＊

／
場
所

　
６
日（
火
）／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー

　
７
日（
水
）／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
８
日（
木
）／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
（
甲
賀
）

　

�

16
日（
金
）／
甲
賀
市
市
民
福
祉
活
動
セ
ン

タ
ー（
甲
南
）

　
21
日（
水
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

時
間

＊＊＊

／
13
時
30
分
～
16
時

問
／
生
活
環
境
課

☎
６
５

－

０
６
８
６　

６
３

－

４
５
８
２

�

結
婚
相
談

　
結
婚
を
希
望
さ
れ
る
方
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
※
申
込
不
要

対
応
者

＊＊＊

／
結
婚
相
談
員
（
市
委
嘱
）

開
催
日

＊＊＊

／
５
月
３
日（
土
）、
17
日（
土
）

場
所

＊＊＊

／
水
口
庁
舎
南
別
館
１
階

時
間

＊＊＊

／
13
時
～
16
時

問
／
農
業
振
興
課

☎
６
５

－
０
７
１
１　

６
３

－

４
５
９
２

�

就
労
相
談

　
就
職
・
転
職
の
た
め
の
情
報
提
供
や
公
共
職

業
安
定
所
へ
の
取
り
次
ぎ
を
行
い
ま
す
。
※
申

込
不
要

午
前（
９
時

＊＊＊

30
分
～
11
時
30
分
）開
催
日
／

場
所

　
７
・
14
・
21
・
28
日（
水
）／
西
教
育
集
会
所

　
７
・
14
・
21
・
28
日（
水
）／
梅
田
会
館

　
１
・
15
日（
木
）／
牛
飼
教
育
集
会
所

　
１
・
15
日（
木
）／
清
和
会
館

　
20
日（
火
）／
宇
川
会
館

　
13
・
20
・
27
日（
火
）１
・
15
日（
木
）／

　
か
え
で
会
館

　
８
・
22
日（
木
）／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー

　
13
日（
火
）／
伴
谷
公
民
館

　
27
日（
火
）／
柏
木
公
民
館

午
後（

＊＊＊

13
時
30
分
～
15
時
30
分
）開
催
日
／

場
所

　
７
・
21
日（
水
）／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
７
・
21
日（
水
）／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

　
14
・
28
日（
水
）／
上
野
教
育
集
会
所

　
９
・
23
日（
金
）／
大
久
保
教
育
集
会
所

　
９
・
23
日（
金
）／
新
城
教
育
集
会
所

　
２
・
16
日（
金
）／
相
模
教
育
集
会
所

　
２
・
16
日（
金
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

問
・
申
／
商
工
政
策
課

☎
６
５

－

０
７
１
０　

６
３

－

４
０
８
７

�

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
ぱ
ん
じ
ー
相
談
会

【
相
談
員
に
よ
る
相
談
】

日
時

＊＊＊

／
月
～
金
曜
日　
９
時
～
17
時

　
電
話
、
窓
口
、
訪
問
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
専
門
職
に
よ
る
相
談
】
※
要
予
約

　
弁
護
士
に
よ
る
相
談

日
時

＊＊＊

／
第
２
木
曜
日
13
時
～
16
時

　
司
法
書
士
に
よ
る
相
談

日
時

＊＊＊

／
第
４
木
曜
日
13
時
～
16
時

出
張
相
談
会
の
お
知
ら
せ

日
時

＊＊＊

／
場
所　
４
月
16
日（
水
）／
水
口
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー　
２
階　
受
付
13
時
～
16
時

問
／�

甲
賀
・
湖
南
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
ぱ
ん

じ
ー（
甲
南
庁
舎
２
階
）

☎
８
６

－

６
１
６
１　

８
６

－

６
１
９
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スhttp://pan-g.com

/
�

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
４
月
１
日
号
で
４
月
の
延
長
窓
口
の

実
施
日
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

誤
／
13
日
、
20
日
、
27
日

正
／
８
日
、
15
日
、
22
日

火
災
情
報
を
音
声
放
送
端
末
機
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

　
４
月
１
日
か
ら
、
建
物
や
山
林
火
災

な
ど
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
安
全
・

安
心
な
生
活
に
関
わ
る
情
報
と
し
て
音

声
放
送
端
末
機
で
放
送
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
危
機
管
理
課

☎
6
5

－

0
6
6
5　

６
３

－

４
６
１
９
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登録していただいたメールアドレスに子育支援情報を週１回程度配信しています。
配信登録は、kokaksdt＠star7.jpへ空メールを送信。
または、QRコードから。（http://www.star7.jp/kokaksdt/qr_form.php）

「甲賀子育て応援メール」配信中

　　　　場　所 電　話    F A X    利用時間
水口子育て支援センター 65-5511 65-5522 月～土 9:00～17:00
土山子育て支援センター 66-0375 － 月～金 9:00～17:00
甲賀子育て支援センター 88-8115 88-8145 火～土 9:00～17:00
甲南子育て支援センター 86-0949 月～金 9:00～17:00
信楽子育て支援センター 82-2799 火～土 9:00～17:00

問い合わせ先一覧 市内在住の未就園児とその保護者の方が対象です。
どの地域の事業にも参加していただけます。詳しくは、
各担当にお問い合わせください。

５月
問い合わせ先

家庭教育支援事業⇒こども未来課
児童館事業⇒各児童館登録していただいたメールアドレスに子育支援情報を週１回程度配信しています。

配信登録は、kokaksdt＠star7.jpへ空メールを送信。
または、QRコードから。（http://www.star7.jp/kokaksdt/qr_form.php）

「甲賀子育て応援メール」配信中

　　　　場　所 電　話    F A X    利用時間
水口子育て支援センター 65-5511 65-5522 月～土 9:00～17:00
土山子育て支援センター 66-0375 － 月～金 9:00～17:00
甲賀子育て支援センター 88-8115 88-8145 火～土 9:00～17:00
甲南子育て支援センター 86-0949 月～金 9:00～17:00
信楽子育て支援センター 82-2799 火～土 9:00～17:00

問い合わせ先一覧 市内在住の未就園児とその保護者の方が対象です。
どの地域の事業にも参加していただけます。詳しくは、
各担当にお問い合わせください。

５月
問い合わせ先

家庭教育支援事業⇒こども未来課
児童館事業⇒各児童館

＜家庭教育支援事業＞

＜児童館事業＞

こども未来課 問・申☎86-8171／ 86-8380
★はじめまして親子講座
①「らっこだっこぎゅっと～赤ちゃんと遊ぼう～」
　日時／７日（水）　10：30～11：30
　場所／市役所甲南庁舎３F和室
　対象／２か月～７か月の乳児親子
　定員／10組（要申込）
②「らっこだっこぎゅっと～赤ちゃんとストレッチ～」
　日時／28日（水）　10：30～11：30
　場所／かえで会館
　対象／４か月～10か月の乳児親子
　　　　※赤ちゃんの首がすわっていること
　定員／12組（要申込）
★ベビーマッサージ講座
　日時／９日（金）　10：30～11：30
　場所／土山子育て支援センター
　対象／２か月～７か月児とその保護者
　定員／12組（要申込）
★親子ふれあい運動広場
　日時／14日（水）　10：30～11：30
　場所／岩上体育館
　対象／１歳６か月以上の未就園児とその保護者
　定員／25組（要申込）
　持ち物／お茶・タオル
　参加費／１組200円
★乳幼児おはなし広場（土山）
　日時／８日（木）　10：30～11：00
　場所／土山図書館
　対象／０・１・２歳児とその保護者
★乳幼児おはなし広場（水口）
　日時／27日（火）　10：30～10：50  11：00～11：20
　　　　　　　　　　※同じ内容で２回開催
　場所／水口図書館
　対象／０・１・２歳児とその保護者

★たけのこ子育て広場『のびっこ』
　問・申☎82-2361／ FAX82-3616

『くるくる風車づくり』
　日時／ 19日（月）　10：00～11：30
　場所／たけのこ児童館
　定員／ 10組（要申込）
　持ち物／牛乳パック
★かえで子育て広場
　問・申☎86-4363／ 86-4958

『わらべうた』
　日時／16日（金）　10：30～11：10
　場所／かえで児童館
　定員／ 15組（要申込）
　持ち物／お茶、タオル
★にんくる子育て広場
　問・申☎88-5692／ 88-5696

『小麦粉粘土あそび』
　日時／16日（金）　10：30～11：30
　場所／にんくる児童館（相模教育集会所）
　定員／15組（定員になり次第締切）

＜あかちゃんひろば＞
対象）０～１歳の未就園児とその保護者
場所 日 時間 内容・対象・持ち物・その他

水口 27日（火）

10：00
～

11：30

土山 22日（木）

甲賀 ９日（金）

甲南
①　７日（水）
②23日（金）

対）①６か月まで
　 ②７か月～１歳

信楽 １日（木）

＜各子育て支援センター事業＞
事業名 日 時間 対象・内容・持ち物・その他

水口

あかちゃんルーム 12・19・26日（月）13：30～15：00 対）12日：H25年12月生、19日：H26年１月生、26日：H26年２月生
わんぱくひろば「ボールであ
そぼう」 19日・26日（月）10：30～11：30 対）３歳以上の未就園児とその保護者

他）要申込・先着20組（基本２日とも参加できる方）
出前ひろば ８･15･22･29日（木）10：00～11：30 場）８日：柏木、15日：岩上、22日：水口中央、29日：貴生川公民館

土山

あかちゃんルーム 13日（火）13：30～15：00 対）２～７か月の未就園児と保護者
出前ひろば 20日（火）11：00～11：30 場）フイランソ土山
リフレッシュタイム「ウォー
キングエアロ」 29日（木）10：30～11：30 他）要申込　抽選12組　託児有　締切 ５月２日（金）

甲賀

あかちゃんルーム ２・23・30日（金）10：00～11：30 対）０～１歳まで
出前ひろば 27日（火）10：00～11：30 対）未就園児と保護者　場）油日にこにこ園　他）要申込・先着15組

子育て講習「手作りおもちゃ」 16日（金）10：00～11：30
対）平成25年１月～６月生まれの子どもと保護者
内）ペットボトルのポットン作り
持）２Lまたは１Lのペットボトル　他）要申込　先着10組

おとうさんとあそぼうひろば 10日（土）10：00～11：30 対）未就園児とその父親　内）母の日のプレゼント作り
持）はさみ、のり　他）要申込・先着10組

甲南

あかちゃんルーム 13日（火）
21日（水）13：30～15：00

対）H.25年12月生～H.26年１月生の未就園児とその保護者
持）バスタオル

おはなし会 20日（火）10：45～11：00 ９：30～11：30のオープンルーム内で
子育て講習
「親子ヨガ～子育てに生かす
ヨガ」

22日（木）13：30～15：00
対）4か月頃～７か月までの未就園児とその保護者
他）要申込・抽選10組（未経験者優先）　締切 ４月23日（水）
内）親子でふれあいながらヨガを楽しみましょう

出前ひろば 16日（金）10：00～11：30 場）希望ケ丘防災コミュニティセンター

信楽

おじいちゃん・おばあちゃん
とあそぼうひろば 14日（水）10：00～11：30 対）未就園児と祖父母　内）おもちゃ箱を作ろう

おはなし会
～絵本を楽しもう～ 16日（金）10：30～11：30 対）１歳６か月以上の未就園児と保護者

おとうさんとあそぼうひろば 17日（土）10：00～11：30 対）未就園児と父親　　内）おはなしを楽しもう

出前ひろば 23日（金）10：00～11：30 対）朝宮地区の未就園児と保護者
場）朝宮コミュニティセンター

子育て講習『親子運動あそび』 28日（水）10：30～11：30
対）１歳６か月以上の未就園児と保護者
他）要申込・抽選15組　締切 ５月21日（水）
場）信楽体育館

＜ぴょんぴょんひろば＞
対象）１～２歳５か月の未就園児とその保護者
場所 日 時間 内容・対象・持ち物・その他

水口 20日（火）

10：00
～

11：30

散歩　他）必要な方はベビーカー
雨天の場合は室内あそび"

土山 14日（水）

甲賀 13日（火）

甲南
①15日（木）
②28日（水）

対）①１歳～１歳８か月
　 ②１歳９か月～２歳５か月

信楽
①13日（火）
②27日（火）

対）①１歳～１歳８か月
　 ②１歳９か月～２歳５か月＜キッズランド＞　散歩

対象）２歳６か月以上の未就園児とその保護者
場所 日 時間 内容・対象・持ち物・その他

水口 13日（火）

10：00
～

11：30

持）�ベビーカー（兄弟で参加など必
要な方のみ）

他）�親子共に動きやすい服装・靴、
雨天の場合は室内あそび

土山 ２日（金）

甲賀 20日（火）

甲南 ９日（金）

信楽 21日（水）

（
略
字
説
明
）

場：場所（場所の記載がないものは各支援センターで行います）
日時：開催日・時間
対：対象（年齢等の記載がないものは未就園児とその保護者です）
持：持ち物（記載がないものは特別に準備するものはありません）
　 ※�お茶、バスタオル、タオル、着替え、帽子、おむつ、手ふきな

どは必要に応じてお持ちください
他：申込・定員（記載がないものは申し込みは不要です）その他
内：内容

　はしか（麻しん）と風しんは感染力が大変強く、感
染すると高熱が続き、脳炎など重篤な合併症をおこ
すことがあります。
　自身が感染しない為だけでなく、周りの人に感染
を広げない為にも予防接種は大切です。予防接種を
受けた事が無い人はもちろん、１回受けたことがあ
る方も、感染を予防するために２回目の予防接種を
受けましょう。

■接種対象者／
　平成20年４月２日～平成２1年４月１日生（保育園・
幼稚園年長児）

■接種期間／
平成２7年３月３１日まで
※実施日は医療機関によって異なります
※８月までの早期の接種をお勧めします

■接種費用／無料
■実施医療機関・予約方法／
　医療機関によって異なります。健診（検診）カ
レンダーをご確認ください。
■持ち物／
　予診票・本人の確認が出来る健康保険証・母子
健康手帳
保護者以外が同伴する場合は市指定の委任状

※保護者が同伴してください。
※�保育園・幼稚園の５歳児の方はお持ちの予診票を
使用することができます。予診票をお持ちでない
方は健康推進課へお問い合わせください。

～保育園・幼稚園年長児を対象に～

麻しん・風しん
混合予防接種を実施

問
い
合
わ
せ

健康推進課　母子保健係
☎ 65‐0736／ 63‐4591

問
い
合
わ
せ

こども未来課　指導振興係
☎ 86‐8171／ 86‐8380

お知らせ

　平成２６年２月から、窓口に小さいお
子さんを連れて来られた方に利用して
もらおうと、「ふれあい絵本箱」を設置
しています。
　設置場所は、土山地域市民センター、
甲賀大原地域市民センター、甲南第一
地域市民センター、信楽地域市民セン
ター、市民窓口センターの５カ所です。
どうぞ、お気軽にご利用ください。

20平成26年 4月15日21 平成 26年 4月15日



　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ

て
、
毎
日
元
気
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
高
齢
者
介
護
予
防
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

「
で
あ
い
・
こ
う
か
八
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
、
写
真
在
中
の

封
筒
が
届
く
た
び
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
開
封

し
て
い
ま
す
。

応
募
作
品
が
全
て
並
ん
だ
審
査
会
で
は
、

審
査
員
と
し
て
参
加
し
た
甲
賀
市
を
担
当
す

る
記
者
さ
ん
も
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と

は
知
ら
な
か
っ
た
」
と
様
々
な
風
景
に
驚
い

て
い
ま
し
た
。

今
年
も
桜
の
季
節
が
め
ぐ
り
、
気
持
ち
を

新
た
に
皆
さ
ん
に
負
け
な
い
よ
う
市
内
の
素

敵
な
風
景
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

い

＊甲賀市の将来像＊
「人 自然 輝きつづける あい甲賀」

まちづくりの5つの目標
● 生活の安心感をみんなで育てる
● 自然環境を大切にし、暮らしの豊かさにつなぐ
● 安全で快適な生活の基盤を整え、まちの活力を高める
● 地域の特性を活かし、元気な産業を伸ばす
● たくましい心身と郷土への誇りをもつ人を育てる

甲賀市総合計画基本構想

55月
５月

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

水口図書館 休 休 話 休 休 休 休 話 閉 休 休 話 休 休

土山図書館 休 休 話 話 休 休 休 休 閉 話 休 休

甲賀図書情報館 休 休 休 休 話 休 休 休 休 話 話 閉 休 休

甲南図書交流館 休 休 話 休 休 休 休 話 話 休 休 閉

信楽図書館 話 休 休 話 休 休 休 休 閉 話 休 休

休 休館日　　　閉 整理のための閉館日　　　話 おはなし会　　　話 乳幼児向けおはなし会

行事予定

甲賀市図書館カレンダー

日 時 内容・備考 場所

映画会

18 日 11:00～11:15 ふるるこどもえいがかい「くじらぐも」 甲南図書交流館

18 日 14:00～15:50 ふるる日曜名画座「みすゞ 」 甲南図書交流館

25 日 14:0０～16:25 日曜映画会「少林サッカー」 甲賀図書情報館

対面朗読
２ 金 13:30～15:30 ＊要予約 甲南図書交流館

16 金 13:30～15:30 ＊要予約 甲南図書交流館

その他 6 火 ①11:00～ 11:30
② 14:00～ 14:30 子ども読書の日記念日「おはなしわくわく」 甲賀図書情報館

※おはなし会の時間や内容、移動図書館の情報については、
　お問い合わせいただくか甲賀市図書館ホームページ（http://lib.city.koka.lg.jp/）をご覧ください。

　心に残る本に出会ったとき、
その感動を誰かに伝えたいと
思ったことはありませんか。
　図書館では、子どもたちに
読書の楽しさや、それを表現
し共有する喜びを知ってもら
うため「こんな本よんだよ～
おはなしの絵をかこう～」を
昨年度に引き続き実施します。
　本を読んで感じたことや誰
かに伝えたいと思ったことを
自由に絵と感想文で表現して
ください。
　対象は小学生まで。応募の
締め切りは5/18（日）です。
画用紙は図書館で配布してい
ます。応募作品は市内の図書
館で順次巡回展示を行う予定
です。応募方法などの詳しい
ことはお近くの図書館にお問
い合わせください。

ら らい ぶ り ん
～読書の楽しさ伝えよう
　　　４月２３日は

子ども読書の日です～

　
住
基
カ
ー
ド（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
）で

は
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
、

戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の
各
種
証
明
書
を
自
動
交

付
機
か
ら
取
得
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
今
後
さ
ら
に
多
く
の
皆
様
に
住
基
カ
ー
ド

を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
発
行
手
数
料
の

無
料
化
を
平
成
27
年
12
月
末
日（
予
定
）（
社

会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
よ
る
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
期
日
前
）ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

　県では、「近江の美知普請」と名付けて県民の皆さんや県な
どが協働して道路管理に取り組んでいます。
　道路愛護活動事業では、地域で行う県道の植栽剪定や路肩
の除草・清掃などの維持管理作業に対し、活動した面積に応じ
補助を受けられます。

■対象／自治会・ＰＴＡ・老人会などの 10人以上の団体
■活動内容／
　植栽管理（剪定・除草・花の植えつけ等）や路肩の除草（県
道路肩の除草および散在性ゴミの除去・清掃等）を年数回
実施
※金額には上限があります
※�補助の申請など詳細については下記までお問い合わせくだ
さい

■
延
長
窓
口
で
も
申
請
で
き
ま
す

　
延
長
窓
口
を
実
施
し
て
い
る
毎
週
火
曜

日
17
時
15
分
～
19
時（
祝
日
を
除
く
）は
住

基
カ
ー
ド
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住
基
カ
ー
ド
発
行
手
数
料
の
無
料
期
間
延
長

問い合わせ

市
民
課　
戸
籍
住
民
係

☎
6
5‐０
６
８
３
／
6
５‐６
３
３
８

県道の維持管理作業を
行う団体に補助

－近江の美
み

知
ち

普
ぶ

請
し ん

－

問
い
合
わ
せ

滋賀県甲賀土木事務所
道路計画課維持補修担当
☎ 63‐6160

皆
さ
ん
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

【
対
象
者
】

　
65
歳
以
上
の
市
民
で
、
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

【
活
動
場
所
】

　
市
内
指
定
の
介
護
保
険
適
用
施
設
・
障
が
い
者
施
設
・
N
P
O
法

人
の
農
園
な
ど

【
活
動
内
容
】

　
話
し
相
手・傾
聴・配
膳
下
膳・施
設
内
外
の
清
掃・催
事
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
手
伝
い
・
特
技
披
露
・
農
作
業
・
日
曜
大
工
な
ど

【
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
】

　
市
内
指
定
の
活
動
場
所
（
受
入
機
関
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
、
そ
の
活
動
時
間
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
年
度
末
に
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
て
市
の

特
産
品
と
交
換
で
き
ま
す
。

※�

ポ
イ
ン
ト
の
上
限
は
、
１
日
２
ポ
イ
ン
ト
、
年
間
50
ポ
イ
ン
ト
ま

で
で
す
。

【
登
録
方
法
】

　
長
寿
福
祉
課
地
域
支
援
係
で
登
録
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

あ
ら
か
じ
め
、
指
定
の
研
修
会
を
受
講
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

問い合わせ

長
寿
福
祉
課　
地
域
支
援
係

☎
6
5‐０
６
９
９
／
6
３‐４
５
９
１

参加者の声

◉
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
て
嬉
し
い

◉
色
々
な
人
と
出
会
え
て
楽
し
い

◉
待
っ
て
く
れ
て
い
る
人
が
い
る
と
思
う
と
励
み
に
な
る

高
齢
者
介
護
予
防

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
制
度

編集・発行
●甲賀市役所
　〒528-8502 甲賀市水口町水口6053番地
　☎0748－65－0650　 0748－63－4554
●甲南庁舎（甲賀市甲南町野田810番地）
◯上下水道部
　☎0748－86－8000　 0748－86－8032
◯教育委員会
　☎0748－86－8002　 0748－86－8380
●市民窓口センター（甲賀市水口町水口6053番地）
　☎0748－62－1621　 0748－63－4086

●土山地域市民センター（甲賀市土山町北土山1715番地）
　☎0748－66－1101　 0748－66－1564
●甲賀大原地域市民センター（甲賀市甲賀町相模173番地４）
　☎0748－88－4101　 0748－88－3104
●甲南第一地域市民センター（甲賀市甲南町野田810番地）
　☎0748－86－4161　 0748－86－8029
●信楽地域市民センター（甲賀市信楽町長野1203番地）
　☎0748－82－1121　 0748－82－3415
※�上記4つの地域市民センターは、旧支所の地域市民センターで、従来の
　支所機能を有します。

業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

22平成 26年 4月15日23 平成 26年 4月15日



問い合わせ ： 甲賀市工業会事務局（商工政策課）☎65‐0709／ 63‐4087

今月の納税等

 国民健康保険税（1期）
 保育料・幼稚園使用料
 介護保険料（1期）
 水道料金・簡易水道料金

納期限は
4月30日（水）です
市税等の納付には、便利な
「口座振替」をご利用くだ
さい。

「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！
甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.lg.jp/
甲賀市facebook ページ
http://www.facebook.com/city.koka

（facebookのQRコード）

行政情報番組「きらめきこうか」
市政情報や地域の催しなどを放映してい
ますので、ぜひご覧ください。（※あいコム
こうか光テレビの有料契約が必要となります）

広
報
 あ
い
こ
う
か
 4月
15日

号
 【
N
o.212】 2014.4.15 発

行
自
然
保
護
の
た
め
、
こ
の
広
報
誌
は
再
生
紙
お
よ
び
石
油
系
成
分
の
少
な
い

植
物
油
性
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

な
く
、
甲
賀
市
工
業
会
へ
の
加
盟
な
ど
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。そ

の一環
と
し
て
「
育
て
よ
う
、
励
ま
そ
う
、
若
い

力
と
情
熱
を
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
甲
賀
・
湖
南
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で

38
回
を
数
え
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
市
内
の
事
業
所
や
団
体
で
組
織
さ

れ
る
実
行
委
員
会
が
実
施
す
る
も
の
で
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

基
金
に
よ
り
、両
市
内
10
校
の
市
立
中
学
校
に
ス
ポ
ー

ツ
用
品
を
贈
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

●
何
度
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る

　
環
境
づ
く
り
を

今
後
も
地
域
の
中
の
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
地
域
の
皆

さ
ん
へ
の
貢
献
活
動
を
続
け
る
と
と
も
に
、
お
客
様
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
自
然
の
中
の一日
を
満
喫
し
、

何
度
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
支
配
人　
西に

し

川か
わ　

良よ
し

雄お

氏
談
）

当
社
は
、“
水
と
森
が

織
り
な
す
ゴ
ル
フ
場
”
と

し
て
水
口
丘
陵
地
帯
の
中

央
部
に
開
場
以
来
、
今
年

で
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
市
内
を
は
じ
め
京
阪
神

を
中
心
に
多
く
の
方
が
訪
れ
、
雄
大
な
自
然
の
中
で

プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平
坦
で
歩
き
や
す
く
、
誰
も
が
楽
し
め
る
コ
ー
ス

を
特
徴
と
し
、
特
に
水
面
２
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
安

養
坊
池
が
配
置
さ
れ
た
最
終
ホ
ー
ル
は
、
２
回
池
を

越
え
る
名
物
ホ
ー
ル
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を

　
通
し
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
応
援

当
施
設
は
、
地
域
の
過
疎
化
を
防
ぎ
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
建
設
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
方
に
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で

お話を伺った西川支配人

▲四季折々の自然が満喫できるコース

▲両市立中学校に贈られるスポーツ用品
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
甲
賀
市

工
業
会
に
加
盟
さ
れ
て
い
る
、

も
の
づ
く
り
企
業
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

甲賀ポン蔵
ⓒ 2008甲賀市工業会

水と森が織りなすゴルフ場

名神竜王
カントリー倶楽部
http://www.ex.biwa.ne.jp/～ rccgolf/

設 立 : 昭和49年
所 在 地 : 水口町春日１６１６番地
☎ 62‐4387／ 62‐7906

DATA

問い合わせ ： 広報課　☎65‐0675／ 63‐4619

私の「であい・こうか八景」
「であい・こうか八景」をテーマとしたフォトコンテストに
ご応募いただいた作品を紹介します。

※現在第２期【５月３０日（金）まで】を募集中。詳しくはホームページをご覧ください。

【
最
優
秀
賞
】
び
わ
湖
の
源
流
「
夏
の
想
い
出
」

長は

谷せ

川が
わ　

悟さ
と
る

（
栗
東
市
）

［
撮
影
場
所
：
土
山
町
鮎
河
］

富
と み

本
も と

　武
た け

且
と も

（水口町）［撮影場所：水口町嶬峨地先 ]
【入選】びわ湖の源流「春の野洲川」

№61


